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■雪上グラウンド・ゴルフ記録会（平成25年３月３日）

「安全・安心・火の用心」
誰かが・・・

と

思う前に

一人ひとりが

気を引き締めて

火の用心

■大鰐町消防出初式（平成25年３月24日）
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■　町の話題　■

話題
Ｔｏｐｉｃｓ

町
教
育
委
員
会
顕

彰
者
表
彰

　
平
成
24
年
度
大
鰐
町
教
育
委
員

会
顕
彰
式
が
３
月
22
日
、町
中
央
公

民
館
で
行
な
わ
れ
、成
田
信
一
郎
教

育
委
員
長
よ
り
受
賞
者
に
表
彰
状

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
が
学
校
を
通
じ
て
既

に
伝
達
済
み
の
為
、こ
の
日
は
高
校

生
等
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
木
田
専
一
教
育
長
は
「
今
後
も
、

さ
ら
な
る
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
と
、
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

■
退
職
事
務
職
員
表
彰

【
感
謝
状
】

▽
葛
西
　
進
　
平
成
21
年
４
月
よ

り
平
成
25
年
３
月
　
大
鰐
小
学
校

総
括
事
務
主
幹
と
し
て
４
年
間
勤
務

■
文
化
活
動
表
彰

【
文
化
奨
励
賞
】

▽
原
子
源
生（
弘
前
南
高
大
鰐
校
舎

３
年
）　
第
33
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
俳
句
部
門
最
優
秀
賞

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
表
彰

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▽
三
浦
真
晃（
尾
上
総
合
高
等
学
校

１
年
）　
第
62
回
青
森
県
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
団
体
第
１
位

▽
川
原
田
未
由（
弘
前
実
業
高
等
学

校
２
年
）　
平
成
24
年
度
青
森
県
高

等
学
校
新
人
柔
道
大
会
兼
第
35
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

青
森
県
予
選
兼
第
34
回
全
国
高
等

学
校
柔
道
選
手
権
大
会
東
北
地
区

大
会
青
森
県
予
選
女
子
団
体
第
１

位▽
猪
股
知
瑛（
弘
前
実
業
高
等
学
校

３
年
）　
第
65
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
弓
道
女
子
団
体
第

１
位

▽
原
子
知
帆（
弘
前
実
業
高
等
学
校

３
年
）　
第
65
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
新
体
操
女
子
団
体

第
１
位

▽
山
内
　
桂（
弘
前
学
院
聖
愛
高
等

学
校
３
年
）　
第
63
回
青
森
県
高
等

学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
第

１
位
　
第
65
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
第
１
位
　
第
43
回
東
北
高
等
学

校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
第
３
位

▽
大
鰐
町
硬
式
テ
ニ
ス
協
会（
会
長

成
田
幸
正
）　
第
67
回
市
町
村
対
抗

青
森
県
民
体
育
大
会
町
村
の
部
テ

ニ
ス
競
技
団
体
第
１
位

■
小
・
中
学
校
教
育
活
動
表
彰

【
学
校
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▽
大
鰐
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
　
第
41
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大

会
優
秀
賞

▽
大
鰐
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
４
回
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
東
日
本
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
３
位

▽
大
鰐
小
学
校
ス
キ
ー
リ
レ
ー
チ
ー

ム
　
第
43
回
青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー

大
会
女
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位
　

ほ
か

【
善
行
賞
】

▽
成
田
留
奈（
大
鰐
中
学
校
３
年
）

黒
石
警
察
署
よ
り
人
命
救
助
で
表
彰

▽
相
馬
稀
莉（
大
鰐
中
学
校
３
年
）

黒
石
警
察
署
よ
り
人
命
救
助
で
表
彰

▽
菊
池
健
太（
大
鰐
中
学
校
３
年
）

黒
石
警
察
署
よ
り
人
命
救
助
で
表
彰

家
族
経
営
協
定
調

印
式

　
当
町
で
農
業
経
営
の
石
田
直
博
・

美
保
子
さ
ん
（
唐
牛
）
夫
妻
に
よ
る

家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
が
３
月

21
日
、大
鰐
町
役
場
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、家
族
内
で
し
っ
か

り
と
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、各
々
の

役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て

農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
石
田
さ
ん
夫
妻
は
、「
新
し
い
農

業
経
営
を
目
指
し
て
」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、ミ
ニ
ト
マ
ト
の
５
年
後

の
目
標
や
各
自
の
役
割
、報
酬
な
ど

を
記
し
た
協
定
書
に
記
名
押
印
し
、

「
目
標
に
向
か
っ
て
、
家
族
協
力
し

あ
っ
て
い
き
ま
す
」と
、抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

協定書を手にする石田さんご夫妻



・●　3　●・

●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●

町の

消
防
出
初
式

　
大
鰐
町
消
防
出
初
式
が
３
月
24
日
、

大
鰐
中
学
校
な
ど
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
手
古
奈
通
り
で
行
な
わ
れ
た
分
列

行
進
に
は
、
大
鰐
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
園
児
達
も
参
加
、
沿
道
に

集
ま
っ
た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
消
防
功
労
者
等
表

彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ｔｏｗｎ

■
平
成
24
年
度
消
防
功
労
表
彰
者

【
消
防
庁
長
官
】

●
永
年
勤
続
功
労
章

本
部
団
附
分
団
長

山
内
髙
信

【
青
森
県
知
事
】

●
永
年
勤
続
功
労
章
　
　
　

第
３
分
団
分
団
長

原
子
貴
良

第
６
分
団
分
団
長

山
中
一
泰

第
８
分
団
分
団
長

水
木
久
人

第
10
分
団
分
団
長

吹
田
繁
樹

第
14
分
団
分
団
長

幸
山
　
力

第
１
分
団
副
分
団
長

小
笠
原
一
仁

第
８
分
団
副
分
団
長

水
木
　
工

第
９
分
団
副
分
団
長

三
浦
隆
彦

第
10
分
団
副
分
団
長

吹
田
周
治

第
１
分
団
部
長

須
藤
鐵
男

第
８
分
団
部
長

髙
橋
博
行

第
16
分
団
部
長

下
山
英
樹

第
８
分
団
班
長

阿
部
　
満

第
14
分
団
班
長

幸
山
勝
弘

【
日
本
消
防
協
会
長
】

●
功
績
章
　
　
　
　
　

本
部
副
団
長

澁
谷
　
茂

●
精
績
章

本
部
副
団
長

松
岡
文
雄

本
部
団
附
分
団
長

小
野
光
一

●
勤
続
章

第
１
分
団
分
団
長

内
海
繁
勝

第
16
分
団
分
団
長

浅
利
　
力

【
青
森
県
消
防
協
会
長
】

●
団
表
彰
　
　
　
大
鰐
町
消
防
団

●
分
団
表
彰

第
16
分
団

●
功
労
章

第
１
分
団
分
団
長

内
海
繁
勝

第
16
分
団
分
団
長

浅
利
　
力

●
勤
功
章
　
　
　
　
　

第
３
分
団
分
団
長

原
子
貴
良

第
８
分
団
分
団
長

水
木
久
人

第
11
分
団
分
団
長

山
谷
広
美

●
勤
続
章
（
25
年
）

第
３
分
団
分
団
長

原
子
貴
良

第
６
分
団
分
団
長

山
中
一
泰

第
８
分
団
分
団
長

水
木
久
人

第
８
分
団
副
分
団
長

水
木
　
工

第
８
分
団
部
長

髙
橋
博
行

第
８
分
団
班
長

阿
部
　
満

第
９
分
団
副
分
団
長

三
浦
隆
彦

第
10
分
団
副
分
団
長

吹
田
周
治

第
14
分
団
分
団
長

幸
山
　
力

第
16
分
団
部
長

下
山
英
樹

●
勤
続
章
（
20
年
）

第
２
分
団
班
長

菊
池
　
隆

第
２
分
団
班
長

藤
田
　
透

第
４
分
団
副
分
団
長

佐
々
木
建
司

第
４
分
団
部
長

岩
﨑
　
光

第
４
分
団
班
長

福
田
武
志

第
４
分
団
団
員

外
崎
　
仁

第
11
分
団
分
団
長

山
谷
広
美

第
11
分
団
副
分
団
長

下
山
幸
徳

第
12
分
団
副
分
団
長

山
口
　
薫

第
13
分
団
分
団
長

山
田
　
満

第
13
分
団
副
分
団
長

山
田
　
進

第
14
分
団
団
員

渡
邊
博
美

第
14
分
団
団
員

幸
山
浩
純

第
16
分
団
班
長

小
田
桐
大

●
勤
続
章
（
15
年
）

第
１
分
団
団
員

嶋
谷
繁
雄

第
２
分
団
班
長

佐
藤
和
寿

第
３
分
団
部
長

石
郷
　
誠

第
４
分
団
団
員

岸
　
貴
久

第
５
分
団
団
員

加
賀
谷
総
之

第
７
分
団
班
長

神
　
武
志

第
10
分
団
団
員

吹
田
幸
樹

第
10
分
団
団
員

吹
田
憲
和

第
12
分
団
団
員

山
口
国
博

第
14
分
団
団
員

渡
邊
忠
博

●
勤
続
章
（
10
年
）

第
２
分
団
団
員

成
田
順
克

第
４
分
団
団
員

岸
　
富
貴

第
８
分
団
団
員

水
木
弘
樹

第
８
分
団
団
員

水
木
慎
也

第
８
分
団
団
員

柴
田
　
学

第
12
分
団
団
員

原
田
　
晋

第
12
分
団
団
員

山
口
信
幸

第
12
分
団
団
員

山
口
丈
瑠

第
13
分
団
団
員

三
浦
　
強

第
14
分
団
団
員

幸
山
　
俊

第
15
分
団
団
員

三
浦
克
也

第
16
分
団
団
員

佐
々
木
慎

■
大
鰐
町
長
表
彰

●
功
労
章

第
１
分
団
分
団
長

内
海
繁
勝

第
16
分
団
分
団
長

浅
利
　
力

第
16
分
団
副
分
団
長

佐
々
木
鋼
生

●
永
年
勤
続
功
労
章

第
３
分
団
分
団
長

原
子
貴
良

第
６
分
団
分
団
長

山
中
一
泰

第
８
分
団
分
団
長

水
木
久
人

第
８
分
団
副
分
団
長

水
木
　
工

第
８
分
団
部
長

髙
橋
博
行

第
８
分
団
班
長

阿
部
　
満

第
９
分
団
副
分
団
長

三
浦
隆
彦

第
10
分
団
副
分
団
長

吹
田
周
治

第
14
分
団
分
団
長

幸
山
　
力

第
16
分
団
部
長

下
山
英
樹

●
優
良
団
員

第
１
分
団
団
員

常
田
恵
悦

第
２
分
団
団
員

水
木
　
貢

第
３
分
団
団
員

工
藤
健
司

第
４
分
団
団
員

原
子
慶
隆

第
５
分
団
団
員

原
子
知
也

第
６
分
団
団
員

木
田
一
也

第
７
分
団
団
員

木
田
潤
也

第
８
分
団
団
員

髙
橋
淳
一

第
９
分
団
団
員

山
内
正
幸

第
10
分
団
団
員

吹
田
和
彦

第
11
分
団
団
員

山
谷
輝
道

第
12
分
団
団
員

山
口
伸
幸

第
13
分
団
団
員

松
山
　
毅

第
14
分
団
団
員

山
中
竜
也

第
15
分
団
団
員

澁
谷
佑
也

第
16
分
団
団
員

小
田
桐
大

第
17
分
団
団
員

白
戸
明
美

●
感
謝
状

前
本
部
団
長

前
田
清
勝

前
第
10
分
団
分
団
長

吹
田
　
満

前
第
12
分
団
分
団
長

佐
藤
信
一

前
第
13
分
団
分
団
長

大
湯
隆
裕
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■　警察署・消防だより　■

消防署　南分署

48－2108

平成25年度全国統一防火標語　

消すまでは

心の警報　ＯＮのまま

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

▽
と
き
　
平
成
25
年
６
月
15
日
・
29

日
（
両
日
受
験
可
）

▽
と
こ
ろ
　
弘
前
東
高
等
学
校（
川

先
四
丁
目
）

▽
種
類
　
甲
種
（
受
験
資
格
有
り
）

／
乙
種
（
第
１
～
６
類
）
／
丙
種

　
※
乙
種
と
丙
種
に
受
験
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０
円
／

乙
種
３
４
０
０
円
／
丙
種
２
７
０

０
円

▽
受
付
期
間
　
平
成
25
年
５
月
７

日
か
ら
５
月
16
日

　
※
電
子
申
請
は
５
月
４
日
か
ら

５
月
13
日

▽
願
書
配
布
先
　
消
防
本
部
予
防

課
（

32
―
５
１
０
４
）
か
最
寄
り

の
消
防
署
ま
た
は
分
署
へ
。

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
請
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
h
o
u
b
o
-
s
h
i
k
e
n
.
o
r
.
j
p
)

か
ら
に

な
り
ま
す
。

【
事
前
講
習
会
】

▽
と
き
　
平
成
25
年
５
月
30
日
・
31

日
（
２
日
間
） 

午
前
９
時
半
～
午

後
４
時
半

▽
と
こ
ろ 

弘
前
消
防
本
部
３
階

大
会
議
室

　
※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
最
寄
り
の
駐
車
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

▽
対
象
者
　
乙
種
第
４
類
の
受
験

者
（
先
着
順
１
０
０
名
）

▽
受
講
料
　
４
５
０
０
円

（
弘
前
地
区
消
防
防
災
協
会
加
入
事

業
所
は
２
０
０
０
円
）

▽
テ
キ
ス
ト
代
　
１
４
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
の
み
の
購
入
は
不
可
）

▽
受
付
期
間
　
平
成
25
年
５
月
７

日
～
５
月
24
日
（
土
日
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

▽
申
込
先
　
弘
前
地
区
消
防
事
務

組
合
　
消
防
本
部
予
防
課

32
―

５
１
０
４

危
険
物
安
全
週
間

６
月
２
日
～
８
日

　『
あ
な
た
こ
そ
　
無
事
故
を
担
う

司
令
塔
』を
統
一
標
語
に
全
国
一
斉

に
危
険
物
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
石
油
類
な

ど
の
危
険
物
の
取
扱
い
に
か
か
わ

る
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
原
因
の
多
く
は
、誤
っ

た
取
扱
い
や
、う
っ
か
り
ミ
ス
な
ど

の
人
的
要
因
に
あ
り
ま
す
。

　
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
、も

う
一
度
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

安
全
週
間
に
ち
な
み
、危
険
物
関
係

事
業
所
の
消
防
訓
練
や
立
入
検
査

等
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

32
―
５
１
０
４

山
火
事
防
止
に
ご
協

力
を

【
山
の
火
事
　
も
と
は
小
さ
な
　
火

種
か
ら
】
平
成
25
年
統
一
標
語

　
毎
年
今
の
時
期
は
、空
気
が
乾
燥

し
林
野
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
そ
の
消
火
は
難
し
く
、大
規
模
な

火
災
に
発
展
し
て
地
域
社
会
に
甚

大
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

貴
重
な
森
林
の
回
復
に
は
長
い
年

月
と
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
山
火
事
の
多
く
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
枯
葉
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、た
き
火
を
し
な

い
こ
と
。

○
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る
こ
と
。

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

○
火
入
れ
を
行
う
際
、許
可
を
必
ず

受
け
る
こ
と
。

○
た
ば
こ
は
、指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

○
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
は

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

32
―
５
１
０
４

山
火
事
防
止
に
ご
協
力
下
さ

い
。

消すまでは

心の警報　ＯＮのまま



・●　5　●・

●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●

『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成25年３月末）

　７

　０

　９

　52

　－２

　０

　－６

　　13

　８

 ０

　10

　73

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

25年前年比25年 前年比

　１

　０

　３

　10

■山菜採りの遭難をなくそう

　春になると各地の山々は、山

菜採りの入山者で賑わいますが、

毎年、遭難が後を絶たず、中には

尊い命を失う場合もあります。

　平成24年の山菜採りの遭難状

況を見ると、発生件数31件（前年

比－１件）、遭難者33人（前年比

±０人）、うち行方不明者１人を

含む死者は６人（前年比－１人）

となっております。

●平成24年の山菜採り遭難の特徴

・毎年タケノコ採りの遭難が最

も多い・・・

　全体の約50パーセントがタケ

ノコ採りでした。

・山菜採りの遭難は高齢者が大

部分を占める・・・

　65歳以上の方で、全体の約73

パーセントを占めています。

・春の遭難は「道迷い」が圧倒的

に多い・・・

　全体の約76パーセントが「道

迷い」となっています。

●遭難防止のためのアドバイス

１.山に出かける前に

・体調を確認する。

・できるだけ２人以上で出かけ

る。

・家族などに行き先や帰宅予定

時間を知らせる。

・天気予報を確認する。

・入山場所の地形を地図などで

確認する。

２.山に入るとき、山に入ったら

・集合場所の目印となる大木、木

等にラジオを固定し活用するな

ど、目標物を定める。

・お互いに声を掛け合い位置を

確認する。

・急斜面や崖など、危険な場所は

避ける。

・集合時間を必ず守り、早めの下

山を心がける。

・万一、迷ったら日没後は歩き回

らず救助を待つ。

・ヘリコプターの音が聞こえた

ら、見通しのよい場所でタオルな

どを振って合図する。

■警察官採用試験

『この正義、真剣勝負。』

　青森県警察本部では、大学卒業

（見込）者を対象に警察官Ａの採

用試験を行います。

　試験日程、受験資格等は次の予

定です。

受付期間・・・５月13日（月）～６月

21日（金）

第一次試験・・・７月14日（日）、青

森市

第一次試験合格発表・・・７月19日

（金）

第二次試験・・・８月下旬、青森市

最終合格発表・・・９月上旬

【種類・受験資格】

警察官Ａ・昭和56年４月２日以降

に生まれた者で、大学を卒業した

者又は平成26年３月31日までに

大学卒業見込みの者

■受験手続き、その他の問い合わ

せ先　黒石警察署大鰐分庁舎

48－2241

■高齢者講習の早期受講につ

いて

　70歳以上の方が運転免許証を

更新する場合は、あらかじめ高齢

者講習の受講が必要となり、ま

た、75歳以上の方は高齢者講習の

前に講習予備検査があります。

　高齢者講習は、県内の指定自動

車教育所で行われておりますが、

時期によっては教習所が大変混

み合い、高齢者講習の予約が１ヶ

月以上も先になることがありま

す。

　高齢者講習が必要な方には、運

転免許証の有効期限の約６ヶ月

前に運転免許センターから「高齢

者講習通知書」が発送されますの

で、通知書が届きましたら、記載

されている教習所の中から希望

の教習所を選んで早めに予約の

うえ高齢者講習を受講してくだ

さい。

　なお、高齢者講習を終了すると

「高齢者講習終了証明書」が交付

されますが、免許証の更新手続の

際に必要となりますので紛失し

ないようにお願いします。

48－2241

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより
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■　総務課・住民生活課だより　■

ご
存
知
で
す
か
公
的
年
金
制
度
■
詳
し
く
は

町
役
場
住
民
生
活
課
国
民
年
金
係


48
―
２
１
１
１
内
線
３
２
７

●
住
民
生
活
課
だ
よ
り

●
住
民
生
活
課
だ
よ
り

人
権
擁
護
委

員
に
福
井
佐

和
子
氏

　
12
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
福

井
佐
和
子
氏（
52
歳
、大
鰐
７
Ａ
）

が
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、

法
務
大
臣
よ
り
同
委
員
に
委
嘱（
任

期
３
年
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
井
佐
和
子
氏
は
、
12
年
程
前

に
１
年
間
人
権
擁
護
委
員
の
経
歴

が
あ
り
、ま
た
、当
時
か
ら
学
習
塾

の
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、特
に
子
ど
も

達
と
の
関
わ
り
が
深
く
、町
の
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、子
ど
も
か

ら
地
域
住
民
の
人
権
問
題
ま
で
幅

広
く
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
忘
れ
ず

　「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
学
生
の
方
が

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料

を
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。
学

生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
承
認
を
受
け
る
と
、
そ

の
期
間
中
は
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
に
入
り
、万
が
一
の

障
害
や
死
亡
な
ど
の
場
合
に
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
対
象
は
、大
学（
大
学
院
）、短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種

学
校
等（
夜
間
制
・
定
時
制
・
通
信
制

を
含
む
）に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
す
。

　
申
請
先
は
、市
町
村
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
す
。
前
年
所
得
の
確

認
が
必
要
な
た
め
、申
請
は
毎
年
必

要
で
す
。

　
な
お
、毎
年
２
月
下
旬
ま
で
に
在

学
予
定
期
間
を
記
入
の
上
で
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

方
の
う
ち
、翌
年
度
以
降
も
引
き
続

き
在
学
予
定
で
あ
る
方
に
は
、３
月

下
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付

さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
に

必
要
最
小
限
の
記
載
を
す
る
だ
け

で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
老
年
基
礎
年
金
繰
上
げ
請
求
は

慎
重
に
　

　
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
、
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、希
望
に
よ
り

60
歳
以
降
で
も
繰
り
上
げ
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
受

給
年
齢
に
よ
っ
て
一
定
割
合
で
年

金
が
減
額
さ
れ
、65
歳
以
降
も
減
額

さ
れ
た
年
金
を
一
生
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
繰
上
げ
支
給
）
。

　
ま
た
、
繰
上
げ
支
給
開
始
後
は
、

65
歳
前
に
特
別
に
支
給
さ
れ
る
老

齢
厚
生
年
金
の
支
給
が
止
ま
る
・
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
・

万
が
一
に
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の

寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
繰
上
げ
請
求
を
す
る

と
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、繰
上
げ
請
求
に
関
し
て
は
慎

重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

■
障
害
年
金
の
事
後
重
症
に
つ
い
て

　「
事
後
重
症
に
よ
る
年
金
」と
は
、

傷
病
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る

も
の
が
、障
害
認
定
日
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態

に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
で
、当
該

傷
病
に
よ
る
障
害
に
よ
り
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、政
令
で

定
め
る
障
害
の
程
度
の
障
害
に
該

当
し
、
か
つ
、
65
歳
に
達
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
裁
定
請
求
の
あ
っ
た

場
合
に
支
給
す
る
年
金
を
い
い
ま

す
。

　「
障
害
認
定
日
」と
は
、障
害
の
程

度
の
認
定
を
行
な
う
べ
き
日
を
い

い
、「
初
診
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

６
ヶ
月
を
経
過
し
た
日
」又
は
「
１

年
６
ヶ
月
以
内
に
治
っ
た
場
合
に

は
治
っ
た
日（
そ
の
症
状
が
固
定
し
、

治
療
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
状

態
に
至
っ
た
日
を
含
む
）」
を
い
い

ま
す
。

　
障
害
認
定
日
に
１
級
～
３
級
の

障
害
の
状
態
に
な
か
っ
た
人
が
、そ

の
後
そ
の
症
状
が
悪
化
し
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
１
級
～
３
級
の

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、初
診

日
に
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
人
に
は
障
害
厚
生
年
金
が
支
給

さ
れ
、１
級
・
２
級
の
障
害
の
場
合

は
障
害
基
礎
年
金
も
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、初
診
日
に
国
民
年
金
の

被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
１
級
～

２
級
に
該
当
し
た
場
合
に
は
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な

お
、支
給
開
始
は
本
人
の
請
求
の
翌

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
詳
し
く
は
　
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
弘
前
南
高
等
学
校
大
鰐
校
舎（
校

長
石
戸
谷
繁
）
が
３
月
21
日
、
同
校

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
青
森
県
ふ

る
さ
と
の
水
辺
サ
ポ
ー
タ
ー
）に
対

し
て
、青
森
県
中
南
地
域
県
民
局（
局

長
田
澤
俊
明
）よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、平
成
19
年
よ
り
６
年

間
に
わ
た
り
、町
中
央
公
民
館
前
の

平
川
親
水
公
園
の
清
掃
や
鉢
植
え

の
花
の
管
理
な
ど
、河
川
愛
護
の
意

識
高
揚
と
河
川
環
境
の
美
化
に
協

力
し
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
感
謝
状
を
胸
に
、杉
沢
徹
教
諭
は

「
今
ま
で
、町
の
清
掃
活
動
に
参
加
、

貢
献
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
」と
、

語
っ
て
い
ま
し
た
。

感謝状が杉沢教諭（左）に手渡された

弘
前
南
高
等
学
校
大

鰐
校
舎
へ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
る
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大鰐町長　山田年伸

町政指針

●総務課だより

平成25年度

●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●

「湯の郷・雪の郷・りんごの郷
　おおわに」

　
２
年
続
き
の
大
雪
も
よ
う
や
く

解
け
て
、こ
こ
津
軽
の
地
も
新
緑
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
私
が
町
長

就
任
以
来
、３
度
目
の
春
を
迎
え
た

わ
け
で
す
が
、町
に
と
っ
て
最
大
の

懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
、バ
ブ
ル

期
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
債
務
処
理

問
題
も
方
策
が
決
定
し
、昨
年
度
か

ら
長
期
債
務
の
償
還
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、当
町
は
県
内

唯
一
の
財
政
健
全
化
団
体
と
な
っ

て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化

策
の
継
続
・
強
化
と
、
住
民
福
祉
の

維
持
・
充
実
と
い
う
両
面
の
均
衡
を

保
ち
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、国
内
経
済
に
目
を
転
じ
ま

す
と
、内
閣
府
に
よ
る
４
月
の
月
例

経
済
報
告
で
は
「
景
気
は
、
一
部
に

弱
さ
が
残
る
も
の
の
、こ
の
と
こ
ろ

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。先

行
き
に
つ
い
て
は
、輸
出
環
境
の
改

善
や
経
済
対
策
、金
融
政
策
の
効
果

な
ど
を
背
景
に
マ
イ
ン
ド
の
改
善

に
も
支
え
ら
れ
、次
第
に
景
気
回
復

に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
」

と
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
た
だ

し
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
、
引
き

続
き
我
が
国
の
景
気
を
下
押
し
す

る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
先
行
き
等
に
も

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
分
析
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
、徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る

中
、
当
町
に
お
い
て
は
、
想
定
以
上

に
進
む
超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減

少
や
雇
用
情
勢
の
低
迷
か
ら
抜
け

切
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、景
気
の
持

ち
直
し
が
な
か
な
か
実
感
で
き
な

い
現
状
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、町

で
は
本
年
３
月
に
、時
代
背
景
の
変

化
や
町
の
実
情
を
踏
ま
え
、今
後
10

年
間
の
新
た
な
町
づ
く
り
の
総
合

指
針
と
な
る「
大
鰐
町
第
５
次
振
興

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
基
本
理
念
を『
す
べ
て
の
町
民
が

「
安
全
・
安
心
」
に
「
健
や
か
」
で
「
心

豊
か
」な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
』
と
掲
げ
ま
し
た
。

目
指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
、６
分
野
の
方
針
を
定
め
、「
湯

の
郷
・
雪
の
郷
・
り
ん
ご
の
郷
お
お

わ
に
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て「
産
業
・
教
育
・
福

祉
」
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
各
種
施
策

を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
、ま
ず
は
、農
業
振
興
策
と
し
て
、

２
年
続
き
の
大
雪
に
よ
る
り
ん
ご

被
害
農
家
の
救
済
・
再
生
産
体
制
の

支
援
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
詳
細
な
被
害
状
況
の

把
握
に
努
め
、農
業
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、実
情
に
即
し
た
有
効
な
支

援
策
を
早
期
に
打
ち
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
顔
と

な
っ
て
い
る
「
温
泉
も
や
し
」
の
生

産
量
拡
大
に
つ
い
て
は
、生
産
施
設

の
整
備
と
後
継
者
育
成
等
具
体
的

に
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、次
代
を
担
う
若
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
４
月
に
統

合
す
る
こ
と
と
し
た
町
立
小
学
校

統
合
に
関
し
て
、教
育
委
員
会
を
中

心
に
最
も
望
ま
し
い
教
育
環
境
づ

く
り
に
対
す
る
準
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
年
３
月
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
32
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

し
た
「
旧
弘
前
南
高
校
大
鰐
校
舎
」

の
利
活
用
に
関
し
て
も
、県
及
び
関

係
機
関
等
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

有
効
活
用
方
法
に
つ
い
て
方
針
を

決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、生
活
弱
者
の
支
援
対
策
に

重
点
を
置
き
、地
域
生
活
交
通
の
確

保
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、消
防
防
災
体
制
の
強

化
、冬
期
間
の
日
常
生
活
の
安
全
確

保
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
等
に
対
し
て
、特
に
配
慮
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、４
ヶ
年
連
続
で
大

鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、全
国

規
模
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全

国
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
及
び
来
場
者
に
、

大
鰐
町
と
町
民
一
人
一
人
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
観
光
客
の
増
加
と
街
の
に

ぎ
わ
い
復
活
の
誘
引
と
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、「
誰
も
が
希
望
と
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、行
政
と
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
、行
財
政
運
営
に
努
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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■
第
一
回
定
例
会

議
案
審
議

　

■　町の予算　■

　
平
成
二
十
五
年
大
鰐
町
議
会
第
一

回
定
例
会
が
三
月
七
日
か
ら
三
月
十

八
日
ま
で
開
か
れ
、平
成
二
十
五
年
度

当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、
条
例
の
制

定
・
一
部
改
正
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

■
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算

　
今
回
議
決
し
た
案
件
の
う
ち
、平
成

二
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
九
億
八
百
万

円
で
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
る

と
、〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト（
三
千
七
百
万

円
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、町
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
、
国

や
県
に
頼
ら
な
い
自
主
財
源
が
九
億

五
百
五
十
四
万
七
千
円
で
、歳
入
総
額

の
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
二
千
二
百

八
万
二
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
・
県
支

出
金
、町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は
四
十

億
二
百
四
十
五
万
三
千
円
で
歳
入
総

額
の
八
十
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
　

　
一
般
会
計
歳
出
予
算
を
性
質
別
に

見
る
と
、
職
員
給
や
特
別
職
給
、
議
員

報
酬
、共
済
負
担
金
な
ど
の
人
件
費
が

七
億
五
千
二
百
六
十
六
万
三
千
円（
歳

出
全
体
の
十
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、長

期
債
の
返
済
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
公

債
費
が
十
億
五
百
六
十
一
万
二
千
円

（
歳
出
全
体
の
二
十
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、

国
保
・
介
護
・
下
水
道
な
ど
の
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
が
七
億
六
千
七
百
九

万
一
千
円（
歳
出
全
体
の
十
五
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
道
路
や
建
物
な
ど
を
造
っ

た
り
、災
害
復
旧
を
し
た
り
す
る
た
め

の
投
資
的
経
費
は
二
億
一
千
六
十
五

万
一
千
円
（
歳
出
全
体
の
四
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、次
ペ
ー
ジ
で
新
年
度
予
算
の

概
要
に
つ
い
て
、図
表
で
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
特
別
会
計
予
算
で
は
、
病

院
事
業
会
計
予
算
が
収
益
的
収
入
及

び
支
出
が
と
も
に
九
億
一
千
十
一
万

三
千
円（
対
前
年
比
八
百
四
十
九
万
六

千
円
減
）・
資
本
的
収
入
及
び
支
出
が

と
も
に
四
千
四
百
十
二
万
九
千
円（
一

千
六
百
八
十
三
万
四
千
円
減
）
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
十
五
億
八
千
八
百
十
二

万
九
千
円（
七
百
七
十
八
万
一
千
円
減
）、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
が

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
九
百
八
十

一
万
四
千
円（
百
三
十
六
万
四
千
円
増
）、

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
五
百
万
九
千
円

（
二
千
四
百
四
十
九
万
八
千
円
増
）、温

泉
事
業
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
千
七
百
十
三
万
一
千
円

（
九
十
九
万
七
千
円
増
）、ス
キ
ー
場
事

業
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
千
五
百
六
十
三
万
四
千
円（
二

百
五
十
一
万
七
千
円
増
）
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
百
三
十
四
万
六
千
円（
百
六

十
一
万
九
千
円
減
）
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
億
四
千
八
百
二
十
四
万
六
千

円（
一
千
七
百
九
十
四
万
二
千
円
増
）、

蔵
館
財
産
区
特
別
会
計
予
算
が
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百
十
九
万
七

千
円
（
六
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算

　
平
成
二
十
四
年
度
の
最
終
の
需
要

を
見
込
み
、ま
た
事
務
事
業
の
確
定
等

に
伴
い
、そ
れ
ぞ
れ
調
整
を
加
え
た
も

の
で
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
、歳
入
歳
出
と
も
三
億
四
千

四
百
五
十
九
万
三
千
円
を
追
加
し
、五

十
五
億
七
千
九
百
十
四
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
は
、国
の
一
次
補
正
に
伴

い
農
林
水
産
業
費
に
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
費
八
千
九
百
六
十
八
万
円
、

土
木
費
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
費
一
億
二
千
五
百
三
万
三
千

円
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、減
債
基
金

積
立
金
四
千
二
百
九
十
四
万
二
千
円
、

病
院
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
三
千
万

円
な
ど
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。
　

　
こ
れ
に
対
応
す
る
財
源
は
、地
方
交

付
税
八
千
百
九
十
六
万
八
千
円
、国
庫

支
出
金
一
億
二
千
七
百
八
十
五
万
七

千
円
、県
支
出
金
四
千
六
百
八
十
三
万

二
千
円
、町
債
八
千
五
百
六
十
万
円
な

ど
を
増
額
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
関
連
し
た
歳
入
を
調
整
し
ま
し

た
。
　

　
そ
の
他
、
繰
越
明
許
費
、
債
務
負
担

行
為
及
び
地
方
債
の
補
正
を
し
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
十
四
年
度
の
最
終
需
要
を
見

込
ん
で
予
算
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

■
条
例
等
の
制
定
・
一
部
改
正

▽
大
鰐
町
養
育
医
療
費
用
徴
収
条
例

▽
大
鰐
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
大
鰐
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
大
鰐
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例

▽
大
鰐
町
道
路
法
施
行
条
例

▽
大
鰐
町
高
齢
者
、障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
た
め
の
道
路
及
び
公

園
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例▽
大
鰐
町
都
市
公
園
法
施
行
条
例

▽
大
鰐
町
都
市
下
水
路
条
例

▽
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費

等
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
そ
の
他

▽
第
５
次
大
鰐
町
振
興
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

▽
大
鰐
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

▽
大
鰐
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

委
員
の
選
任

（
再
任
）
秋
元
克
司
・
中
林
裕
雄
・
渡
邊

勝
則
、（
新
任
）
藤
本
俊
一
・
山
田
範
正

▽
大
鰐
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任

（
新
任
）
渡
邊
勝
則

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

小
山
威
光
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25年度

平成25年度　対前年比で0.7％の減額

町づくりに49億8百万円
●図表で見る一般会計

歳入

歳出
目的別の内訳

町税の内訳
（単位：千円）

（単位：千円）

町民税
236,726

（33.0％）

軽自動車税
24,096

（3.4％）

特別土地保有税
２

（0.0％）

固定資産税
372,169

（51.9％）

町たばこ税
59,051

（8.2％）

入湯税
9,309

（1.3％）

都市計画税
15,597

（2.2％）

議会費
77,685

（1.6％）

衛生費
293,542

（6.0％）

土木費
400,146

（8.2％）

公債費
1,005,612
（20.5％）

総務費
791,942

（16.1％）

農林水産業費
153,246

（3.1％）

消防費
191,993

（3.9％）

災害復旧費
6,090

（0.1％）

民生費
1,257,270
（25.6％）

商工費
60,964

（1.2％）

教育費
411,237

（8.4％）

諸支出金
250,765

（5.1％）

その他
7,508

（0.2％）

歳出総額
4,908，000
　　干円

人件費
752,663

（15.3％）

補助費
900,187

（18.4％）

維持補修費
76,578

（1.6％）

扶助費
604,221

（12.3％）

普通建設事業費
204,561（4.2％）

積立金
80,175
(1.6％)

その他
11,370

（0.2％）

公債費
1,005,612
（20.5％）

繰出金
767,091

（15.6％）

物件費
505,542
(10.3％)

歳入総額
4,908,000
　　干円

地方交付税
2,847,799
（58.0％）

町税
716,950

（14.6％）

地方譲与税
80,000

（1.6％）

国庫支出金
309,070

（6.3％）

県支出金
311,384
（6.3％）

町債
334,100

（6.8％）

諸収入
98,888

（2.0％）

分担金及び負担金
46,922（1.0％）

地方消費税交付金
88,000（1.8％）

その他
74,887（1.6％）

●総務課だより

●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●
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３月定例町議会 一般質問

○町政ここが聞きたい●

　
　
①
豪
雪
対
策
の
取
組
み
は

問
①
　
一
、除
雪
費
の
当
初
予
算
は
、

農
林
課
、建
設
課
併
せ
て
六
千
二
百

七
十
万
四
千
円
。
こ
れ
ま
で
専
決

処
分
を
三
回
行
っ
て
い
る
。
三
月

五
日
現
在
の
除
雪
費
は
い
く
ら
か
。

二
、幹
線
農
道
の
除
雪
の
進
捗
状
況

は
。

三
、樹
木
被
害
、ハ
ウ
ス
倒
壊
・
全
壊

の
実
態
と
対
策
は
。

四
、
高
齢
者
世
帯
、
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
々
は
、
除

雪
は
自
力
で
は
限
界
が
あ
り
、そ
の

対
策
と
対
応
は
。

五
、高
齢
者
の
除
雪
作
業
中
の
事
故

が
多
い
新
潟
県
十
日
町
市
で
は
、高

齢
者
宅
の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
支
え

合
う
集
落
に
年
十
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
を
設
け
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
が
、町
の
考
え

は
。

六
、町
の
空
き
家
は
、調
査
の
結
果
、二

百
十
一
件
と
の
こ
と
。
雪
の
重
み

で
倒
壊
の
危
険
、事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

七
、
隣
接
市
町
村
は
、
農
家
へ
融
雪

剤
の
助
成
を
し
て
い
る
。
町
で
も

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

八
、計
画
上
二
十
七
年
度
ま
で
実
施

し
な
い
地
区
の
融
・
流
雪
溝
の
整
備

を
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

九
、豪
雪
に
伴
う
国
の
除
雪
費
支
援

は
、
弘
前
、
黒
石
、
平
川
、
大
鰐
を
含

む
津
軽
八
市
町
村
に
九
億
三
千
七

百
万
円
。
町
に
は
六
千
三
百
万
円

交
付
さ
れ
た
が
、期
待
し
た
金
額
な

の
か
。

答
①（
町
長
）　
一
、町
道
除
雪
は
、一

億
四
百
八
十
五
万
二
千
円
の
予
算

額
に
対
し
、約
七
千
四
百
六
十
五
万

二
千
円
、
農
道
除
雪
は
、
四
百
二
十

八
万
二
千
円
の
予
算
額
に
対
し
、百

四
十
五
万
八
千
円
の
支
出
と
な
っ

て
い
る
。

二
、
三
月
五
日
現
在
で
、
八
五
％
程

度
で
あ
る
。

三
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
樹
木

被
害
及
び
ハ
ウ
ス
倒
壊
の
被
害
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
確

認
さ
れ
れ
ば
状
況
を
見
極
め
、関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
苗
木
・
資

材
及
び
減
収
分
等
に
対
し
て
、農
家

支
援
を
講
じ
た
い
。

四
、
町
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
で

親
戚
や
近
所
の
助
け
合
い
も
得
ら

れ
な
い
よ
う
な
方
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
区
の
消
防
団
に
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
そ
の
内
訳
は
、
消
防
団
三
件
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
中
学
生
な
ど
の

協
力
を
得
て
行
っ
た
も
の
十
件
、社

協
職
員
に
よ
る
も
の
四
件
で
、一
人

暮
ら
し
世
帯
一
件
、高
齢
者
世
帯
十

五
件
、障
害
者
世
帯
一
件
対
応
し
た
。

　
有
料
で
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

も
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
、こ
の
二
つ
の
方
法
を
併
せ
て

対
応
す
る
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
。

五
、
集
落
へ
の
補
助
は
、
十
日
町
市

集
落
安
心
づ
く
り
事
業
の
こ
と
だ

と
思
う
が
、
こ
の
事
業
は
、
安
否
確

認
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
優
れ

て
い
る
面
も
あ
る
が
、人
員
の
確
保

の
面
で
の
問
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
今
後
、除
雪
機
械
等
の
貸
し
出
し

等
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

六
、積
雪
や
暴
風
に
よ
る
倒
壊
の
お

そ
れ
が
あ
る
空
き
家
等
は
、近
隣
住

民
に
対
し
て
安
全
・
安
心
の
観
点
か

ら
防
災
面
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

　
現
在
は
、危
険
空
き
家
の
通
報
に

対
し
、所
有
者
へ
連
絡
を
取
り
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
今
後
の
対
策
は
、老
朽
化
や
高
齢

化
等
に
よ
り
、更
に
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
の
で
、各
関
係
部
署

で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、当
町
に
適

し
た
空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
き

た
い
。

七
、町
は
、昨
年
度
と
同
様
に
、融
雪

剤
の
助
成
よ
り
も
要
望
の
多
い
、農

道
除
雪
の
早
期
実
施
を
優
先
さ
せ
、

豪
雪
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

八
、財
政
健
全
化
計
画
に
よ
る
建
設

事
業
の
抑
制
に
お
い
て
他
建
設
事

業
と
の
調
整
に
よ
り
、
平
成
二
十

六
年
度
に
検
討
し
、
平
成
二
十
七

年
度
以
降
順
次
整
備
を
進
め
た
い
。

九
、
災
害
と
も
言
え
る
豪
雪
で
近

年
に
な
い
多
額
な
除
雪
費
で
財
政

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
総
務
省

に
よ
る
大
雪
等
に
係
る
特
別
交
付

税
の
繰
上
げ
交
付
対
象
団
体
と
し

て
交
付
決
定
を
受
け
、
三
月
に
交

付
さ
れ
る
べ
き
特
別
交
付
税
の
一

部
の
繰
上
げ
交
付
を
受
け
た
。

　
　
①
早
瀬
野
地
区
に
保
管
さ
れ

　
　
た
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
処
理
は

幸　山　市　雄　議員　　山　口　多喜二　議員

秋田谷　和　文　議員　　福　地　義　輝　議員

秋　元　芳　江　議員　　渡　辺　久一郎　議員

中　島　英　臣　議員　　内　海　繁　勝　議員

　　　　　　　　８名登壇

幸山市雄　議員

山口多喜二　議員

質問

質問

■　議会だより　■
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問
①
　
虹
貝
、
虹
貝
新
田
、
宿
川
原

地
区
か
ら
町
に
提
出
さ
れ
た
要
望

書
が
県
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
経
過
な
の
か
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
多
く

の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
、計
画
ど
お
り
の
処
理
は

難
し
い
と
の
情
報
が
あ
る
が
、状
況

は
ど
う
か
。

　
保
管
場
所
の
選
定
で
、早
瀬
野
地

区
に
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
保
管
す
る

と
い
う
こ
と
に
住
民
は
危
険
を
感

じ
、怒
り
心
頭
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
地
域
住
民
の
安
全
安
心
、安
住
の

地
を
形
成
す
る
た
め
に
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

ど
こ
に
浸
透
し
、ど
こ
か
ら
出
て
く

る
の
か
。
今
後
の
施
政
を
質
し
た

い
。

答
①（
町
長
）　
県
は
、採
石
法
に
よ

る
事
務
処
理
が
終
了
し
、要
望
書
は

受
理
で
き
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。

　
国
は
、平
成
二
十
八
年
度
ま
で
に

処
分
完
了
と
し
て
い
た
が
、東
日
本

大
震
災
等
に
よ
り
、大
量
の
処
理
を

要
す
る
事
態
が
発
生
し
た
の
で
、処

理
期
限
を
平
成
三
十
八
年
度
末
ま

で
延
長
し
た
。

　
早
瀬
野
地
区
と
破
産
管
財
人
の

協
議
で
、当
時
早
瀬
野
区
域
内
の
保

管
を
拒
否
し
た
が
、で
き
る
だ
け
早

く
撤
去
す
る
こ
と
で
了
承
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
県
か
ら
、今
年
二
月
二
十
一
日
に
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出
さ
れ
た
周
辺
の
土

壌
を
保
管
事
業
者
が
ド
ラ
ム
缶
二

本
分
を
処
分
の
た
め
採
取
保
管
し
、

そ
の
下
四
箇
所
か
ら
採
取
し
た
土

壌
を
検
査
中
で
あ
る
と
の
情
報
が

あ
っ
た
。

　
結
果
次
第
で
は
、さ
ら
に
そ
の
周

辺
土
壌
を
検
査
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
①
町
に
よ
る
除
排
雪
へ
の
不

　
　
公
平
感
へ
ど
う
取
組
む
か

　
　
②
蔵
館
財
産
区
管
理
者
と
し

　
　
て
蔵
館
大
湯
会
館
改
築
へ
の

　
　
妙
案
は
な
い
か

問
①
　
道
幅
が
狭
い
、曲
り
角
が
き

つ
い
等
の
理
由
か
ら
除
排
雪
の
重

機
が
進
入
し
え
な
い
場
所
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
場
所
の
住
民
か
ら
一

つ
の
不
満
が
生
ま
れ
て
く
る
。
重

機
の
力
の
恩
恵
に
浴
し
得
る
者
と

否
な
る
者
と
の
不
公
平
の
問
題
で

あ
る
。

　
不
満
を
持
つ
者
は
声
を
上
げ
る
。

「
我
々
も
均
し
く
担
税
力
に
応
じ
、

税
を
負
担
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」

と
。
確
か
に
一
理
あ
る
声
で
あ
り
、

無
視
し
え
な
い
。

　
重
機
の
進
入
が
物
理
的
に
阻
ま

れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、少
し
で
も

住
民
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、ま
た

不
公
平
感
を
解
消
す
べ
く
、小
回
り

の
可
能
な
機
器
の
導
入
若
し
く
は

住
民
へ
の
貸
与
等
の
対
策
が
求
め

ら
れ
る
の
で
な
い
か
。

　
重
機
が
入
っ
て
行
け
な
い
と
の

理
由
を
錦
の
御
旗
に
、拱
手
傍
観
を

続
け
る
こ
と
は
、も
は
や
許
さ
れ
な

い
。

答
①（
町
長
）　
現
在
、町
道
認
定
し

て
い
る
路
線
の
中
で
除
雪
車
が
入

れ
な
い
路
線
は
約
二
十
路
線
。

　
今
後
は
、少
し
で
も
住
民
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、町
所
有
の
小
型

除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
の
増
設
も
検
討

し
、各
地
区
の
団
体
等
へ
の
貸
し
出

し
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
②
　
町
が
知
恵
を
出
し
、な
ん
と

か
い
い
方
法
を
見
つ
け
、大
湯
会
館

改
築
を
為
し
得
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
蔵
館
地
区
に
は
改
築
を
求
め

る
声
が
、ほ
う
は
い
と
し
て
起
っ
て

き
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
、蔵
館
大
湯
会
館
は
蔵

館
財
産
区
の
所
有
物
で
あ
り
、同
財

産
区
の
名
に
お
い
て
改
築
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、改
築
を
な
す
だ
け
の
資
力
が
な

い
。

　
一
方
、
温
泉
地
と
し
て
の
沿
革
、

町
の
代
表
的
行
事
で
あ
る
丑
湯
祭

と
の
関
係
を
考
慮
す
る
と
き
、大
湯

会
館
の
改
築
・
存
続
を
図
り
た
い
と

の
声
に
は
、大
い
に
共
感
を
覚
え
る
。

　
管
理
者
と
し
て
、現
時
点
の
大
湯

会
館
へ
の
現
状
認
識
と
改
築
に
向

け
た
今
後
の
展
望
を
示
し
て
ほ
し

い
。

答
②
（
町
長
）
　
蔵
館
大
湯
会
館
は

蔵
館
財
産
区
の
所
有
で
あ
り
、同
財

産
区
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　
財
産
区
は
、法
律
上
特
別
地
方
公

共
団
体
で
あ
り
、公
の
施
設
の
管
理

及
び
処
分
又
は
廃
止
に
つ
い
て
の

み
、そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

故
に
制
約
が
あ
り
、簡
単
に
解
決
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　
三
月
七
日
、蔵
館
財
産
区
か
ら「
蔵

館
大
湯
会
館
改
築
の
要
望
書
」が
提

出
さ
れ
た
。
町
と
し
て
重
く
受
け

止
め
、
時
間
は
か
か
る
が
、
遺
漏
の

な
い
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
①
空
き
家
条
例
の
制
定
を

　
　
②
町
職
員
給
与
の
改
善
を
求

　
　
む

問
①
　
一
、
現
在
、
当
町
で
空
き
家

は
何
件
あ
る
の
か
。

二
、持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
何
件
か
。

三
、今
後
の
空
き
家
条
例
化
へ
の
対

応
を
聞
き
た
い
。

答
①（
町
長
）　
一
、町
内
四
十
三
地

区
の
う
ち
三
月
八
日
の
時
点
で
二

百
十
五
件
。

二
、
七
百
九
十
件
で
あ
る
。

三
、
本
来
、
個
人
の
財
産
で
あ
る
建

物
等
は
所
有
者
が
適
正
に
管
理
す

る
べ
き
で
あ
り
、責
任
と
義
務
に
つ

い
て
所
有
者
へ
指
導
を
進
め
る
と

と
も
に
、空
き
家
の
利
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、条
例
の
制
定
へ
向

け
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
町
職
員
の
給
与
は
、県
内
市

町
村
の
中
で
最
下
位
、全
国
市
区
町

村
で
は
五
番
目
に
低
い
が
、段
階
的

に
改
善
で
き
な
い
か
。

答
②
（
町
長
）
　
財
政
健
全
化
団
体

で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
生
活
保
護
制
度
へ
の
対
応

　
　
は

　
　
②
年
金
引
下
げ
の
見
解
は

　
　
③
通
学
路
の
安
全
確
保
を

　
　
④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
対
す
る
意
向
は

秋田谷和文　議員

　　福地義輝　議員
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　問
①
　
一
、現
在
の
町
の
生
活
保
護

受
給
の
人
数
と
世
帯
数
は
。
そ
の

内
の
一
人
世
帯
、特
に
高
齢
者
の
一

人
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

二
、
今
冬
の
よ
う
な
豪
雪
の
場
合
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
か
か
る
経
費

は
、申
請
す
れ
ば
保
護
費
と
し
て
支

給
さ
れ
る
こ
と
や
生
活
必
需
品
の

冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
の
購
入
に

も
補
助
が
あ
る
こ
と
を
生
活
保
護

世
帯
に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

三
、安
倍
政
権
は
今
で
も
十
分
と
は

言
え
な
い
生
活
保
護
の
生
活
扶
助

基
準
額
を
六
・
五
％
引
下
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
現
在
の
生
活
保
護
の
国
庫
負
担

は
七
五
％
だ
が
、本
来
は
一
〇
〇
％

で
あ
る
べ
き
で
財
政
困
難
な
当
町

は
も
っ
と
声
を
大
に
し
て
国
に
要

望
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ
は
、

利
用
し
て
い
る
人
た
ち
の
暮
ら
し

だ
け
で
は
な
く
、最
低
賃
金
や
年
金
、

就
学
援
助
、非
課
税
世
帯
が
課
税
世

帯
に
な
る
可
能
性
な
ど
各
種
制
度

に
影
響
が
出
る
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
①
（
町
長
）
　
一
、
受
給
者
は
、
三

月
一
日
時
点
で
二
百
十
九
人
、世
帯

は
百
七
十
一
世
帯
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
一
人
世
帯
は
百
三
十
八
世
帯
、

う
ち
高
齢
者
の
一
人
世
帯
は
九
十

七
世
帯
で
あ
る
。

二
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、
現
に
生

活
保
護
受
給
者
か
ら
申
請
が
あ
り
、

中
南
福
祉
事
務
所
と
協
議
し
実
施

し
て
い
る
。

　
生
活
に
必
要
な
電
化
製
品
等
は
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
必
要
の
都
度
、

生
活
保
護
受
給
者
に
教
え
て
い
る

も
の
と
思
う
。

三
、
国
へ
の
要
望
は
、
各
市
町
村
議

会
が
こ
の
趣
旨
の
陳
情
を
採
択
し

た
結
果
、意
見
書
の
提
出
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
、主
に
議
会
と
し
て
の
意

思
の
よ
う
に
思
う
。

四
、
厚
生
労
働
省
の
通
知
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
趣
旨
や
目
的
、実
態

を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、で
き
る

限
り
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
対
応

す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と

す
る
と
し
て
い
る
。

問
②
　
国
は
二
〇
一
三
年
十
月
に

一

％

、
二

〇

一

四

年

四

月

に

一
％
、二
〇
一
五
年
四
月
に
〇
・
五
％

と
段
階
的
に
年
金
の
引
下
げ
を
す

る
と
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上

の
引
下
げ
は
死
活
問
題
で
あ
る
。こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
当
町
は
生
活
保
護
の
基
準
額
が

低
い
た
め
に
、年
金
額
が
低
く
て
も

不
足
分
を
生
活
保
護
で
補
う
こ
と

も
で
き
な
い
。
現
在
の
町
の
年
金

受
給
者
の
実
態
は
。

　
国
民
年
金
だ
け
の
方
や
厚
生
年

金
で
も
、保
護
基
準
よ
り
年
金
額
が

少
な
い
方
は
不
足
分
を
生
活
保
護

で
補
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
当

事
者
に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

　
低
所
得
者
の
た
め
の
福
祉
灯
油

を
実
施
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
計
画
は
あ
る
か
。

答
②（
町
長
）　
年
金
の
支
給
は
、物

価
の
変
動
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
す

る
。
平
成
十
一
年
度
か
ら
十
三
年

度
ま
で
は
物
価
が
下
落
し
た
が
、支

給
額
を
据
え
置
い
て
い
る
。

　
国
は
、
物
価
の
上
昇
を
待
ち
、
年

金
を
下
げ
ず
に
推
移
し
て
き
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、平
成
二
十
七
年
度

ま
で
に
九
・
六
兆
円
の
過
払
い
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、や
む
を
得
な
い
措

置
と
思
っ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
四
年
三
月
末
現
在
の

国
民
年
金
受
給
者
数
は
、四
千
五
十

三
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
金
と
保
護
基
準
は
、生
活
保
護

の
事
務
は
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て

い
る
た
め
、積
極
的
に
保
護
基
準
以

下
の
人
に
対
し
て
受
給
す
る
よ
う

に
促
し
て
は
い
な
い
。

　
福
祉
灯
油
は
、以
前
実
施
し
た
が
、

こ
こ
数
年
は
実
施
し
て
い
な
い
。
今

後
の
計
画
は
な
い
が
社
会
情
勢
の

変
化
で
実
施
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

問
③
　
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
調

査
で
、現
在
検
討
中
が
八
箇
所
あ
る

が
、現
在
ま
で
に
進
展
は
あ
っ
た
の

か
。

答
③（
教
育
長
）　
一
箇
所
目
は
、鰐

ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
前
の
踏
切
か
ら
、斎
場
の

北
山
の
十
字
路
ま
で
の
通
り
で
、歩

道
設
置
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
二
箇
所
目
は
、山
健
倉
庫
前
の
踏

切
の
付
近
で
、歩
道
や
横
断
歩
道
の

設
置
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

　
三
箇
所
目
は
、湯
の
街
通
り
線
の

成
田
カ
メ
ラ
店
の
付
近
で
、徐
行
の

標
識
申
請
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
四
箇
所
目
は
、旧
国
道
か
ら
蔵
館

保
育
所
に
入
る
丁
字
路
で
、横
断
歩

道
が
あ
る
が
、カ
ー
ブ
の
近
く
に
あ

る
た
め
見
通
し
が
悪
く
、カ
ー
ブ
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
相
談
し
て
い
る
。

　
五
箇
所
目
か
ら
七
箇
所
目
は
九

十
九
森
か
ら
大
平
地
区
へ
行
く
途

中
の
町
道
石
名
坂
線
で
、徐
行
の
標

識
申
請
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
八
箇
所
目
は
、
長
峰
大
平
線
で
、

街
路
灯
設
置
の
要
望
が
あ
る
。
新

年
度
早
々
に
も
、地
域
の
区
会
や
建

設
課
と
設
置
に
向
け
て
協
議
し
て

い
く
予
定
。

　
蔵
館
小
学
校
の「
町
道
村
岡
古
館

線
」の
一
時
停
止
の
標
識
の
設
置
は
、

自
転
車
の
児
童
生
徒
を
学
校
側
で

指
導
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

問
④
　
第
五
次
町
振
興
計
画
に
よ

る
と
、「
資
源
循
環
型
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
の
項
目
に
「
地
域
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
」が

載
っ
て
い
る
。

　
絵
に
書
い
た
モ
チ
に
な
ら
な
い

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
が
、
意
向
は
。

答
④
（
町
長
）
　
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
館

内
暖
房
に
温
泉
水
を
利
用
し
、非
常

に
効
果
が
出
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ

た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
三
箇
年

で
、太
陽
光
発
電
を
取
り
入
れ
た
事

業
を
計
画
中
で
、モ
デ
ル
的
な
事
業

と

し

て

、
総

事

業

費

一

億

円
、一
〇
〇
％
県
か
ら
助
成
を
受
け

実
施
す
る
。

秋元芳江　議員

■　議会だより　■
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①
国
の
二
〇
一
二
年
度
補
正

　
　
予
算
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
の

　
　
促
進
を

　
　
②
胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌

　
　
の
検
査
を
導
入
す
べ
き

　
　
③
学
校
の
天
井
落
下
防
止
策

　
　
は

問
①
　
国
の
二
〇
一
二
年
度
補
正

予
算
が
成
立
し
、
復
興
・
防
災
を
中

心
に
地
域
経
済
の
活
性
化
・
雇
用
創

出
の
た
め
の
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
を
は
じ
め
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。

　
町
が
要
望
し
て
い
る
事
業
及
び

今
後
の
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
昨
年
の
十
二
月

議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、町
が
管

理
す
る
三
百
八
十
三
灯
の
街
灯
を

リ
ー
ス
方
式
を
含
め
て
今
後
検
討

す
る
と
し
て
い
た
が
、ど
う
な
っ
た

の
か
。

　
今
回
に
限
り
小
規
模
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
、リ
ー
ス
を
活
用
し

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新
計
画
の

作
成
を
専
門
業
者
等
に
外
注
す
る

た
め
の
経
費
を
支
援
す
る
と
あ
る

が
、地
元
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、こ
の
機
会
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
更
新

を
お
願
い
し
た
い
。

答
①
（
町
長
）
　
補
正
予
算
の
対
象

事
業
と
し
て
、農
林
関
係
で
早
瀬
野

地
区
水
路
橋
を
含
む
四
地
区
の
水

路
等
の
整
備
費
に
八
千
九
百
六
十

万
円
、
土
木
関
係
で
は
、
町
道
羽
黒

館
線
の
擁
壁
補
修
工
事
と
町
内
十

一
個
所
の
道
路
補
修
等
事
業
費
と

し
て
一
億
二
千
九
百
万
円
な
ど
を

事
業
要
望
し
て
い
る
。

　
そ
の
財
源
は
、国
庫
補
助
金
を
一

億
三
千
六
百
八
十
四
万
八
千
円
、町

債
八
千
七
百
二
十
万
円
、一
般
財
源

と
し
て
十
二
万
七
千
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
町
が
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
な

ど
は
、
約
三
百
八
十
灯
だ
が
、
こ
の

ほ
か
各
町
内
会
、区
会
が
管
理
し
て

い
る
防
犯
灯
が
あ
る
た
め
、ま
ず
そ

の
総
数
や
位
置
、契
約
電
力
種
別
等

を
調
査
し
、こ
れ
ら
防
犯
灯
等
を
含

め
て
温
室
ガ
ス
排
出
削
減
量
、削
減

効
果
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
は
、補
助
事
業

な
ど
の
情
報
を
収
集
し
て
積
極
的

に
活
用
し
実
施
し
た
い
。

問
②
　
胃
が
ん
を
引
き
起
こ
す
と

さ
れ
る
細
菌
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
」が
原
因
の
感
染
胃
炎
の
除

菌
療
法
に
二
月
二
十
一
日
か
ら
健

康
保
険
が
適
用
さ
れ
た
。

　
胃
炎
段
階
か
ら
除
菌
す
る
こ
と

で
胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
と
期

待
は
大
き
い
。
当
町
で
も
医
療
費

の
増
額
に
伴
い
国
保
税
の
値
上
げ

も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
予
防
医
学

の
観
点
か
ら
も
検
診
率
の
向
上
と

内
容
の
拡
充
が
急
務
。

　
胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
追
加
し
、
早
期
発
見
・
除
菌
を
行

う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

答
②（
町
長
）　
厚
生
労
働
省
の「
が

ん
予
防
重
点
健
康
教
育
及
び
が
ん

検
診
実
施
の
た
め
の
指
針
」の
胃
が

ん
検
診
で
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、国
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
胃
が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
胃

が
ん
の
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
無

を
判
断
す
る
証
拠
が
不
十
分
で
あ

る
た
め
、集
団
を
対
象
と
し
た
検
診

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
勧
め
ら

れ
な
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
現
在

の
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
診
が
適
切
で

あ
る
と
判
断
し
、実
施
し
て
い
き
た

い
。

問
③
　
昨
年
九
月
に
文
部
科
学
省

か
ら
出
さ
れ
た
通
知
で
は
、公
立
学

校
施
設
に
お
け
る
屋
内
運
動
場
等

の
天
井
に
つ
い
て
、平
成
二
十
五
年

度
中
に
学
校
設
置
者
が
責
任
を
持
っ

て
総
点
検
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
国
の
二
〇
一
二
年
度
の
補
正
予

算
は
、各
自
治
体
の
耐
震
化
に
十
分

な
額
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
機
会
に
国
の
補
正
予
算
を

最
大
限
活
用
し
、平
成
二
十
五
年
度

以
降
に
計
画
し
て
い
る
耐
震
化
等

の
事
業
を
可
能
な
限
り
前
倒
し
て

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答
③
（
教
育
長
）
　
東
日
本
大
震
災

で
は
、建
物
の
崩
壊
の
ほ
か
に
天
井

等
の
落
下
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、従
来
の
耐
震
診

断
だ
け
で
は
な
く
、天
井
等
の
落
下

防
止
の
た
め
の
総
点
検
及
び
防
止

対
策
を
実
施
し
、総
合
的
な
防
災
体

制
整
備
を
進
め
る
よ
う
文
部
科
学

省
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
教
育
委
員
会
は
、天
井
等
の
落
下

防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た

ら
よ
い
か
検
討
し
て
い
る
。
平
成

二
十
五
年
度
中
に
総
点
検
を
実
施

し
、二
十
六
年
度
末
ま
で
に
学
校
の

天
井
等
の
落
下
防
止
対
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
凍
結
道
路
と
落
雪
に
対
応

　
　
し
て
い
る
か

　
　
②
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

　
　
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
対
抗
策
は

問
①
　
凍
結
路
面
で
停
止
で
き
な

い
危
険
な
場
所
が
数
箇
所
あ
る
が
、

把
握
し
て
い
る
か
。

　
こ
の
よ
う
な
場
所
を
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
対
応
で
き
な
い
か
。

　
道
路
に
面
し
て
、屋
根
か
ら
雪
が

せ
り
出
し
、氷
柱
な
ど
が
落
下
し
そ

う
な
危
険
箇
所
が
あ
る
が
、対
応
し

て
い
る
か
。

答
①
（
町
長
）
　
凍
結
の
場
所
や
状

況
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り

確
認
し
て
お
り
、危
険
箇
所
に
は
融

雪
剤
を
散
布
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、コ
ス

ト
面
を
考
え
る
と
、融
雪
剤
散
布
の

回
数
を
増
や
す
な
ど
道
路
状
況
を

適
宜
観
察
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
落
雪
に
関
す
る
通
報
等
が
あ
っ

た
場
合
は
、所
有
者
へ
連
絡
を
取
り

早
め
の
対
応
に
努
め
て
い
る
。

問
②
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
導
入
さ
れ
る
と

特
に
悪
影
響
を
受
け
る
の
は
農
家

だ
と
思
う
が
、何
事
も
早
く
対
応
し
、

状
況
を
見
て
か
ら
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、対
抗
す
る
に
は
農
業
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
を
実
施
し
て
農
業
強
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答
②
（
町
長
）
　
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
の
状
況
を
見
極
め
、当
町
の

農
業
強
化
の
た
め
に
県
並
び
に
農

協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

渡辺久一郎　議員
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ら
、速
や
か
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
蔵
館
大
湯
会
館
建
替
え
の

　
　
具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
望

　
　
む

　
　
②
除
排
雪
対
策
は
、ス
キ
ー
場

　
　
へ
の
新
た
な
投
資
よ
り
優
先

　
　
す
べ
き

　
　
③
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

　
　
消
防
団
に
支
援
措
置
を

　
　
④
地
元
業
者
に
対
し
て
、発
注

　
　
の
機
会
を
与
え
る
べ
き

　
　
⑤
時
の
町
長
の
町
政
運
営
の

　
　
実
態
を
住
民
に
知
ら
し
め
る

　
　
こ
と
の
見
解
を

問
①
　
蔵
館
大
湯
会
館
の
建
替
え

は
、本
来
で
あ
れ
ば
同
財
産
区
の
負

担
で
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、財
産
区

の
財
務
会
計
を
見
る
ま
で
も
な
く
、

財
力
は
全
然
な
く
、望
む
べ
く
も
な

い
。

　
国
は
、景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
大
型
補
正
予
算

の
中
で
大
震
災
関
連
事
業
費
と
は

別
枠
の
政
策
と
し
て
、暮
ら
し
の
安

心
と
地
域
の
活
性
対
策
に
お
よ
そ

三
兆
八
千
億
円
、さ
ら
に
一
般
公
共

事
業
費
に
同
じ
く
三
兆
八
千
億
円

を
計
上
し
た
。

　
国
の
要
請
を
受
け
て
地
方
が
進

め
る
公
共
事
業
は
、本
来
で
あ
れ
ば

地
方
自
治
体
の
負
担
が
伴
う
の
が

こ
れ
ま
で
の
例
で
あ
る
が
、今
回
に

限
っ
て
地
方
の
負
担
分
を
国
が
特

別
交
付
税
で
全
て
肩
代
わ
り
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、財
政
健
全
化
団
体
で
様
々

な
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
当
町

に
と
り
、ま
さ
に
渡
り
に
舟
で
あ
り
、

国
の
補
正
予
算
を
前
提
に
し
た
公

共
事
業
計
画
並
び
に
地
域
の
活
性

化
事
業
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
あ

る
。

　
そ
の
中
に
懸
案
で
あ
る
蔵
館
大

湯
会
館
を
俎
上
に
の
せ
て
も
ら
い
、

蔵
館
地
域
住
民
の
要
望
を
前
向
き

に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
①
（
町
長
）
　
蔵
館
大
湯
会
館
は

蔵
館
財
産
区
の
所
有
で
あ
る
の
で
、

同
財
産
区
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
財
産
区
は
法
律
上
特
別
地
方
公

共
団
体
で
あ
り
、公
の
施
設
の
管
理

及
び
処
分
又
は
廃
止
に
つ
い
て
の

み
、そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　
故
に
制
約
が
あ
り
、短
兵
急
に
解

決
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
三
月
七
日
に
蔵
館
財
産
区
か
ら

蔵
館
大
湯
会
館
改
築
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

　
町
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、時
間

は
か
か
る
が
、遺
漏
の
な
い
よ
う
弁

護
士
と
も
相
談
し
な
が
ら
、前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
今
季
も
津
軽
一
帯
は
記
録

的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、当
初
計
上

し
た
除
雪
費
用
は
既
に
底
を
突
き
、

そ
の
額
は
一
億
円
を
超
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
金
員
を
投
入
し
て

も
、そ
れ
で
も
な
お
多
く
の
住
民
か

ら
は
、様
々
な
不
満
が
出
て
き
て
い

る
。

　
新
年
度
予
算
を
見
る
と
、ス
キ
ー

場
の
圧
雪
車
の
更
新
と
し
て
、四
千

二
百
二
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
多
く
の
町
民
、
特
に
高

齢
者
の
方
々
や
女
性
の
方
々
の
意

識
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
現

在
は
縮
小
さ
れ
、残
さ
れ
た
ス
キ
ー

場
に
対
す
る
最
低
限
の
投
資
、こ
れ

を
全
て
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い

が
、
町
の
財
政
状
況
に
照
ら
し
、
使

え
る
も
の
は
今
後
と
も
使
え
る
限

り
使
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
行
政
は
住
民
の
労
苦
に
報
い
る

の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、行
政
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
大
き
な
役
目
で
あ

る
。

　
そ
う
す
る
と
道
路
脇
に
残
さ
れ

た
大
量
の
固
く
重
い
雪
の
後
片
付

け
に
、毎
朝
悩
ま
さ
れ
て
い
る
住
民

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
べ
く
、

小
型
除
雪
機
、小
型
ダ
ン
プ
や
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
を
複
数
台
備
え
、こ
れ

を
町
内
会
な
ど
地
域
住
民
に
貸
し

出
す
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
②（
町
長
）　
今
冬
は
、過
去
に
記

憶
の
な
い
豪
雪
で
、住
民
の
多
く
は
、

連
日
の
雪
片
付
け
で
心
労
も
多
か
っ

た
と
思
う
。

　
特
に
、市
街
地
で
の
除
雪
作
業
は
、

定
期
的
な
排
雪
を
行
っ
て
も
、降
雪

量
の
多
さ
に
雪
の
押
し
場
所
が
確

保
で
き
ず
、道
路
幅
員
が
一
車
線
ぎ

り
ぎ
り
と
な
っ
た
箇
所
も
多
々
あ

り
、狭
い
道
路
へ
は
除
雪
車
が
入
れ

ず
、住
民
の
皆
様
へ
大
変
不
便
を
か

け
た
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
箇
所
で
の
住
民
の

除
排
雪
作
業
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

今
後
は
小
型
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
等

の
貸
し
出
し
を
検
討
し
、町
民
の
方
々

や
消
防
団
及
び
町
職
員
等
で
連
携

を
図
り
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

問
③
　
消
防
団
の
本
来
の
役
目
と

は
、
火
災
や
災
害
な
ど
か
ら
、
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
の
が
本
分
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
当
町
の
消
防
団
員
は
、

町
民
か
ら
の
要
望
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
種
々
雑
多
の
業
務
を
行
い
、一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、認
識
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
。

　
消
防
団
員
の
任
務
そ
の
も
の
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
の
危
険
性

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
消
防
団
員

の
誰
も
が
、
時
に
は
自
己
犠
牲
も

い
と
わ
ず
、献
身
的
な
自
覚
を
持
っ

て
、
消
防
団
員
本
来
の
責
務
を
果

た
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
か
れ
、

い
さ
さ
か
な
り
と
も
町
消
防
団
に

対
す
る
支
援
措
置
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

答
③
（
町
長
）
　
地
域
に
密
着
し
、

消
防
防
災
面
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
、

そ
の
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
近
隣
市
町
村
の
階
級

別
消
防
団
員
報
酬
並
び
に
出
動
手

当
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
④
　
前
町
長
の
時
に
は
、
都
市

下
水
道
工
事
や
大
型
箱
物
施
設
、

水
道
企
業
団
が
発
注
す
る
水
道
管

工
事
、
あ
る
い
は
道
路
拡
幅
工
事

な
ど
、
そ
れ
な
り
に
相
当
数
の
公

共
工
事
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
態
を
見
る
と
実
は
か
な
り

の
件
数
が
町
外
の
業
者
に
発
注
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
折
角
の
経

済
効
果
が
、
ま
っ
た
く
町
に
生
じ

る
こ
と
も
な
く
、
外
に
流
れ
出
て

し
ま
っ
た
。

　
町
の
施
工
業
者
は
長
い
経
験
と
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技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、有
能
な

人
材
や
機
材
を
抱
え
、町
づ
く
り
や

地
域
の
安
全
安
心
を
構
築
す
る
極

め
て
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
と
い

う
べ
き
で
、ま
さ
し
く
町
の
財
産
で

あ
り
、言
い
換
え
れ
ば
町
の
基
盤
産

業
で
あ
る
。

　
以
前
、
私
は
議
会
で
「
町
に
本
社

の
あ
る
施
工
業
者
に
対
し
て
公
共

工
事
を
発
注
せ
よ
」
と
発
言
し
、
こ

れ
が
議
決
さ
れ
て
お
り
、町
は
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
町
内
の
業
者
に

対
し
て
発
注
の
機
会
を
与
え
る
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
④
（
町
長
）
　
か
ね
て
よ
り
建
設

工
事
の
発
注
に
は
、町
経
済
の
活
性

化
、
町
内
業
者
の
育
成
・
振
興
及
び

地
域
雇
用
の
促
進
を
図
る
観
点
か

ら
町
内
業
者
へ
の
発
注
を
優
先
し

て
き
た
。

　
今
後
も
、町
内
業
者
が
受
注
で
き

る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

問
⑤
　
町
長
の
行
政
運
営
や
議
会

発
言
な
ど
公
共
的
な
事
柄
は
、利
害

関
係
に
あ
る
住
民
に
対
し
て
知
ら

し
め
る
こ
と
は
、例
え
そ
の
内
容
が
、

時
の
町
長
に
と
っ
て
甚
だ
都
合
が

悪
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、住
民
に
対

し
て
広
く
周
知
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
法
律
も
認
め
て
い
る
。

　
た
だ
し
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
こ
と
は
全
く
論
外
で
、ど

の
よ
う
な
内
容
で
あ
れ
、こ
れ
に
は

極
め
て
厳
し
い
刑
罰
が
課
せ
ら
れ

る
。

　
例
え
公
職
に
あ
る
町
長
で
あ
っ

て
も
、町
長
個
人
の
名
誉
は
法
律
で

厳
格
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、し
た
が
っ

て
真
実
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、町
長

の
個
人
情
報
の
暴
露
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
害
す
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
。

　
し
か
し
時
の
町
長
が
行
う
行
政

運
営
に
か
か
る
公
共
公
益
上
の
情

報
自
体
、こ
れ
が
真
実
の
限
り
に
お

い
て
、直
接
住
民
に
知
ら
し
め
る
こ

と
は
、
住
民
が
真
実
を
知
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
住
民
の
意
識
を
啓
蒙
す

る
こ
と
が
、場
合
に
よ
っ
て
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
⑤（
町
長
）　
言
論
の
自
由
、表
現

の
自
由
、知
る
権
利
の
問
題
等
の
こ

と
で
裁
判
を
し
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
よ
っ
て
、厳
正
な
る
司
法
の
場
の

こ
と
に
つ
い
て
、発
言
は
差
し
控
え

た
い
。　

議
会
だ
よ
り
は
、
町
議
会

議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
広

報
委
員
会
が
編
集
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
議
事
録
は
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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大
鰐
温
泉
俳
句
の
街
づ
く
り
実

行
委
員
会
（
会
長
山
田
年
伸
）
に
よ

る
、平
成
24
年
度
の
俳
句
箱
年
間
最

優
秀
句
「
手
古
奈
賞
」
が
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

　
【
小
・
中
学
生
の
部
】

ゆ
き
だ
る
ま
こ
ろ
が
す
ほ
ど
に
大
き
い
よ

大
湯
梨
々
華
（
大
鰐
二
小
三
年
）

お
日
さ
ま
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

山
谷
雄
聖
（
大
鰐
小
二
年
）

ぎ
ん
せ
か
い
ス
キ
ー
で
す
べ
っ
て
風
に
な
る

成
田
茉
美
（
長
峰
小
五
年
）

雪
の
上
う
さ
ぎ
の
足
の
ス
タ
ン
プ
だ

中
畑
利
人
（
蔵
館
小
五
年
）

　
【
高
校
・
一
般
の
部
】

畑
打
ち
の
祖
父
の
背
中
は
偉
大
か
な

佐
藤
歩
実
（
弘
前
南
高
大
鰐
校
舎
三
年
）

高
校
の
最
後
の
夏
が
や
っ
て
く
る

尾
張
真
子
（
弘
前
南
高
大
鰐
校
舎
三
年
）

稲
を
刈
る
音
と
に
お
い
が
心
地
よ
い

石
郷
早
紀
（
弘
前
南
高
大
鰐
校
舎
三
年
）

学
び
舎
と
共
に
卒
業
あ
り
が
と
う

田
中
　
舞
（
弘
前
南
高
大
鰐
校
舎
三
年
）

●
投
句
数
（
年
間
）

小
・
中
学
生
の
部

一
、
二
一
二
句

高
校
・
一
般
の
部

七
四
四
句

合
計

一
、
九
五
六
句

平
成
24
年
度
俳
句
箱｢

手
古
奈
賞｣

決
ま
る

大
鰐
町
情
報
公

開
・
個
人
情
報

保
護
運
用
状
況

　
大
鰐
町
情
報
公
開
条
例

第
25
条
及
び
個
人
情
報
保

護
条
例
第
39
条
の
規
定
に

基
づ
き
、平
成
24
年
度
の

運
用
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

　
実
施
機
関
に
お
け
る
請

求
件
数
、処
理
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
情
報
公
開
運
用
状
況

▽
町
長
部
局

【
請
求
11
件
・
開
示
11
件
】

■
個
人
情
報
保
護
運
用

状
況

▽
町
長
部
局

【
請
求
59
件
・
開
示
59
件
】

久
吉
ダ
ム
水
道
企
業
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
上
水
道
の
開
始
、
中
止
す
る
場
合
は
、
予
定
日
の
４
～
５
日
く
ら
い
前

ま
で
に
久
吉
ダ
ム
水
道
企
業
団
へ
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
　
久
吉
ダ
ム
水
道
企
業
団

48
―
２
２
２
９
（
営
業
時
間
／

平
日
８
時
15
分
か
ら
17
時
）

●
久
吉
ダ
ム
水
道
企
業
団
だ
よ
り

●
総
務
課
だ
よ
り

●
俳
句
の
街
づ
く
り
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平成25年度保育料については、下記のとおりと
なりましたのでお知らせします。

●保健福祉課だより

■　総務省・保健福祉課だより　■

１.課税額は児童のお父さんとお母さんの課税額を合算

した額になります。また、児童が祖父母等の扶養控除の

対象になっている場合は祖父母等の課税額も合算しま

す。

２.税制改革において、年少扶養控除等の廃止が行われ

ましたが、保育料算定に影響が生じるため、扶養控除見

直し前の旧税額を計算する等により、可能な限り影響を

生じないよう対応するものとします。

３.住宅取得控除がされている場合は、住宅取得控除さ

れる前の課税額を使用します。

４.同じ保育所(園)に兄弟で入所した場合は、妹、弟の保

育料が基準額の半額になります。

■詳しくは　町役場保健福祉課48－2111内線306（北山）

５.多子軽減の拡大に伴い、幼稚園児の兄・姉も保育料の

算定対象になり、保育料の軽減があります。

６.年齢は＜入所年度初日現在＞が基準になり、入所以

降に誕生日を迎えても翌年３月まで変更になりません。

　【例】年度途中、平成22年５月１日生の児童が８月１日

入所する場合→「２歳児」

７.「保育料軽減対象児童」･･･保護者が３人以上の児童

を扶養し、そのうちの第３子以降の３歳未満児　　　　

〈２～４階層〉０～２歳は基準額の１/３が保育料

〈５階層以上〉０～２歳は国基準額の１/２に、保育料と

国基準額の１/２の額の差額の１/３を加算した額が保

育料。

平成25年度大鰐町保育料徴収基準額表

階層

区分

０円 ０円 ０円

9,000円 3,000円 6,000円

15,000円 5,000円 13,000円

17,000円 5,660円 15,000円

22,000円 7,330円 19,000円

24,000円 8,000円 21,000円

30,000円 24,830円 27,000円

32,000円 25,500円 29,000円

40,000円 33,660円 34,000円

50,000円 43，330円 42,000円

65，000円 56,330円 58，500円

１階層

２階層

３階層ａ

３階層ｂ

４階層ａ

４階層ｂ

５階層ａ

５階層ｂ

６階層

７階層

（参考）国基準額

保育料基準額(月額）

入所月初日の満年齢

階
層

１
階
層

２
階
層

３
階
層

４
階
層

５
階
層

６
階
層

７
階
層

８
階
層

０円 ０円

9,000円 6,000円

19,500円 16,500円

30,000円 27,000円

44,500円 41,500円

61,000円 58,000円

80,000円 77,000円

104，000円 101，000円

生活保護法による被保護世帯

市町村民税
非課税世帯

基準額
（均等割のみ）

基準額
（所得割あり）

基準額前年分の所得
税額が課税さ
れない世帯で、
前年度の市町
村民税が次に
該当する世帯

前年分の所得
税額課税世帯
のうち、所得
税額が次の区
分に該当する
世帯

所得税額が20,000円未満

所得税額が20,000円以上
　　　　　40,000円未満

所得税額が40,000円以上
　　　　　71,500円未満

所得税額が103,000円以上
　　　　　413,000円未満

所得税額が71,500円以上
　　　　　103,000円未満

市町村民税

課税世帯

児童の保護者の課税状況

０～２歳 ３歳以上 ０～２歳 ３歳以上保育料軽減
対象児童

８階層 所得税額が734,000円以上

所得税額が413,000円以上
　　　　　734,000円未満
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予防接種について
　平成25年４月１日より子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチンの３つのワクチ

ンが定期の予防接種（予防接種法に基づいて、市町村の責任において行う予防接種）になりました。

　対象年齢であれば無料で接種できます。詳しくは下記までお問い合わせください。

●ＢＣＧの予防接種の対象月齢・望ましい接種時期の変更について

　結核予防のためのＢＣＧワクチンの定期予防接種については、対象年齢が「生後６ヶ月未満まで」から「１歳

未満まで」に拡大されました。標準的な接種期間は「生後５ヶ月～８ヶ月未満」となりましたのでご注意下さい。

■詳しくは　町役場保健福祉課健康推進係48－2111内線307・308

●新たに定期接種となったワクチンの接種と接種対象者について

子宮頸がん予防

ワクチン

種類 接種開始年齢等 接種回数

　12歳となる日の属する年度の初日から15歳

となる日の属する年度の末日までの間にある

女性【小学６年生～高校１年生相当】

　町では中学１年時に対象者の保護者に通知

しています。

３回　（１回目接種から１ヶ月

後または２ヶ月後に２回目、１

回目接種から６ヶ月後に３回

目）

ヒブワクチン

（インフルエンザ菌

b型）

４回　（４～８週間（医師が必要

と認めた場合は３週間）の間隔

で３回、３回目の接種後７～

13ヶ月の間に１回）

２ヶ月齢以上７ヶ月齢未満

７ヶ月齢以上１歳未満

３回　（４～８週間（医師が必要

と認めた場合は３週間）の間隔で

２回、２回目の接種後７～13ヶ月

の間に１回。）

１歳以上５歳未満 １回

小児肺炎球菌

ワクチン

２ヶ月齢以上７ヶ月齢未満

４回　（27日以上の間隔で３回、

２回目の接種後60日以上の間隔

で、１歳になった後に１回）

７ヶ月齢以上１歳未満

３回　（27日以上の間隔で２回、

２回目の接種後60日以上の間隔

で、１歳になった後に１回）

１歳以上２歳未満 ２回　（60日以上の間隔で接種）

１回２歳以上５歳未満

●保健福祉課だより

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
総
務
省
は
、大
鰐
町
の
行
政
相
談
委
員
に

小
山
威
光
氏
を
４
月
１
日
付
け
で
新
た
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、
も
っ
と

も
身
近
な
相
談
相
手
に
な
る
の
が
同
相
談

委
員
で
す
。

○
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

○
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い○
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
に
納
得

で
き
な
い

　
な
ど
の
場
合
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
方
法
は
、口
頭
・
電
話
・
手
紙
の
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、相
談
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
で

す
。

■
相
談
連
絡
先
　
小
山
委
員

48
―
２
０

７
１

●
総
務
省
だ
よ
り

行政相談委員

小山威光氏

●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●
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■　行事予報・大鰐町商工会青年部・総務課だより　■

町
職
員
の

人
事
異
動

●
総
務
課
だ
よ
り

務
生
涯
学
習
課
長
／
全
国
ス
キ
ー

大
会
準
備
室
長
事
務
取
扱

▽
前
田
一
裕
／
教
育
委
員
会
学
務

生
涯
学
習
課
副
参
事
／
教
育
委
員

会
学
務
生
涯
学
習
課
副
参
事
／
保

健
体
育
係
長
事
務
取
扱

●
課
長
補
佐
級

▽
三
橋
冬
樹
／
総
務
課
長
補
佐
／

総
務
課
長
補
佐
／
消
防
防
災
係
長

事
務
取
扱

▽
山
中
光
弘
／
企
画
観
光
課
長
補

佐
／
企
画
観
光
課
長
補
佐
／
公

社
・
三
セ
ク
経
営
再
建
対
策
係
長
事

務
取
扱
を
解
く

▽
成
田
一
喜
／
保
健
福
祉
課
長
補

佐
／
保
健
福
祉
課
長
補
佐
／
国
保

係
長
事
務
取
扱

●
主
幹
・
係
長
級

▽
山
口
文
博
／
総
務
課
主
幹
／
企

画
観
光
課
主
幹
▽
福
士 

剛
／
企

画
観
光
課
主
幹
／
建
設
課
主
幹
／

企
画
係
長
・
温
泉
係
長
事
務
取
扱
▽

木
田
昭
人
／
農
林
課
主
幹
／
企
画

観
光
課
主
幹
／
農
政
係
長
事
務
取

扱
▽
横
山
正
樹
／
建
設
課
主
幹
／

農
林
課
農
政
係
長
▽
石
郷
弘
子
／

建
設
課
下
水
道
係
長
／
保
健
福
祉

課
国
保
係
長
▽
太
田
勝
久
／
教
育

委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課
学
務
係

長
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
学
務
係
長
／
全
国
ス
キ
ー
大
会

準
備
室
係
長
兼
務

●
主
任
主
査
級

▽
今
井
洋
子
／
税
務
課
主
任
主
査

／
税
務
課
主
査
▽
野
呂
裕
子
／
保

　
大
鰐
町
職
員
に
関
す
る
人
事
異
動

が
次
の
通
り
発
令
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
25
年
４
月
１
日
付
）

▽
氏
名
／
発
令
事
由
／
現
所
属
／
備
考

（
出
向
、
配
置
換
に
伴
い
旧
職
は
解
か
れ

た
も
の
と
す
る
）

●
課
長
級

▽
工
藤
啓
一
／
総
務
課
長
・
大
鰐
町

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
併
任

／
企
画
観
光
課
長

▽
前
田
克
則
／
企
画
観
光
課
長
／

農
林
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長

併
任
／
津
軽
広
域
連
合
の
事
務
を

補
助
す
る
職
員
の
兼
務

▽
菊
池
範
彦
／
農
林
課
長
・
農
業
委

員
会
事
務
局
長
併
任
／
総
務
課
副

参
事

▽
小
田
桐
博
文
／
総
務
課
付（
久
吉

ダ
ム
水
道
企
業
団
派
遣
）／
住
民
生

活
課
副
参
事

▽
櫻
庭
　
強
／
住
民
生
活
課
副
参

事
／
保
健
福
祉
課
副
参
事
／
生
活

環
境
係
長
・
年
金
係
長
事
務
取
扱

▽
須
藤
尚
人
／
教
育
委
員
会
学
務

生
涯
学
習
課
長
／
教
育
委
員
会
学

健
福
祉
課
主
任
主
査
／
建
設
課
主

任
主
査

●
主
査
級

▽
木
田
孝
悦
／
総
務
課
主
査
／
税

務
課
主
査

●
主
事
級

▽
三
浦
政
宣
／
総
務
課
付（
青
森
県

実
務
研
修
）／
総
務
課
主
事
▽
最
上

哲
充
／
総
務
課
付（
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
）／
保
健
福
祉
課

主
事
▽
原
子
慶
隆
／
保
健
福
祉
課

主
事
／
総
務
課
付
／
津
軽
広
域
連

合
派
遣
を
解
く

●
新
採
用

▽
長
尾
嘉
晃
／
総
務
課
▽
水
木
真

喜
子
／
企
画
観
光
課
▽
齋
藤
修
一

郎
／
税
務
課
▽
小
田
原
琴
美
／
住

民
生
活
課
▽
山
下
朋
代
／
保
健
福

祉
課
▽
水
木
雄
士
／
建
設
課
▽
小

林
厳
喜
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯

学
習
課

●
退
職
（
平
成
25
年
３
月
31
日
付
）

氏
名
／
発
令
事
項
／
現
所
属
／
備

考▽
後
藤
秀
生
／
定
年
退
職
／
総
務

課
長
・
大
鰐
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
併
任

▽
水
木
哲
子
／
定
年
退
職
／
住
民

生
活
課
主
任
主
査

▽
白
戸
勝
美
／
定
年
退
職
／
教
育

委
員
会
大
鰐
中
学
校
業
務
員

▽
對
馬
正
彦
／
定
年
退
職
／
町
立

大
鰐
病
院
汽
か
ん
技
能
員

▽
長
利
正
光
／
勧
奨
退
職
／
教
育
委

員
会
学
務
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

火
の
用
心
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

　
私
た
ち
、
商
工
会
青
年
部
（
部
長
虎
谷
誠
二
）
で
は
、
毎
年
３
月
下

旬
の
空
気
の
乾
燥
し
た
時
期
に
あ
わ
せ
商
工
会
青
年
部
員
並
び
に

町
内
の
子
供
た
ち
と
共
に
、
大
鰐
温
泉
駅
か
ら
商
店
街
・
大
円
寺
通

り
郵
便
局
通
り
を
練
り
歩
き
な
が
ら
町
民
に
、
火
の
用
心
を
呼
び

か
け
火
災
発
生
の
な
い
町
づ
く
り
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
も
定
着
し
、
今
回
は
約
40
名
の
参
加
で
し
た
。
全
員

の
掛
け
声
で
「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
」
と
、
大
き
な

掛
け
声
で
呼
び
か
け
、
火
の
用
心
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
、
こ
の
活
動
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、

火
災
の
な
い
大
鰐
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
鰐
町
商
工
会
青
年
部
】

●大鰐町商工会青年部だより

寒さにも負けず、元気に「火の用心」を呼び掛けました
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●―――広報　おおわに・平成25年５月号―――●

行事予報ＥＶＥＮＴ

６月
○町小学校体育祭

○万国ホラ吹き大会（石の塔登山・大鰐温泉駅午前８時出発／ホラ吹き大会・鰐

come正午～）

　７日（金）

８日（土）

　 19日（日）

25日（土）～６月２日（日）

 25日（土）

26日（日）

31日（金）

５月 ■天候等による日程の変更にご注意ください。

○大鰐・大鰐第二・蔵館小学校運動会

○第36回大鰐温泉つつじまつり（茶臼山公園、開会式25日）　　

○増田手古奈記念大鰐温泉俳句大会「吟行の部」（町中央公民館）

○長峰小学校運動会

○第３回大鰐温泉つつじまつりグラウンドゴルフ交歓大会（あじゃらグラウン

ドゴルフ場・開会式９時）　○大鰐中学校運動会

万国ホラ吹き大会・石の塔へ行こう第18回

開催日　６月８日（土）　
●石の塔登山 ・・・大鰐温泉駅前より午前８時出発（バス）

●ホラ吹き大会・・・会場「鰐come」 正午から

■詳しくは　万国ホラ吹き大会実行委員会事務局（大鰐町役場企画観光課内48－2111内線232）

イベント参加のお申し込みは下記まで

ホラも吹かねば世の中つまらん

●５月25日（土）
10時30分～ 開会式・テープカット （茶臼山公園頂上広場）
引き続き 大鰐中学校吹奏楽部演奏 （茶臼山公園頂上広場）

12時30分～ 園遊会 （不二やホテル）
13時～ 大鰐保育園和太鼓演奏 （茶臼山公園中間広場）

蔵館小学校キッズソーラン （茶臼山公園中間広場）
14時～ 山中洋歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

●５月26日（日）
12時～ 浅野保子歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）
13時～ 山川大介歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

●６月１日（土）
11時～ 大鰐小学校マーチングバンド （茶臼山公園中間広場）
13時～ おおわに文化幼稚園・あじゃら中央保育園鼓隊演奏 （茶臼山公園中間広場）
14時～ 山中洋歌謡ショー・下山昭義一座津軽三味線ショー （茶臼山公園中間広場）

●６月２日（日）
12時～ 木村誠歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）
13時～ 高瀬まみ歌謡ショー （茶臼山公園中間広場）

　　　　※車椅子ボランティア（土・日）もあります。

■詳しくは　大鰐温泉観光協会（大鰐町役場企画観光課内48－2111内線232）

第36回大鰐温泉つつじまつり
主　催　大鰐温泉観光協会
期　間　平成25年５月25日（土）～６月２日（日）
場　所　県立自然公園「茶臼山公園」

参加有料!!
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ております。

　地域グループ、学校、町内会、婦

人会などの会合などの機会に、お

気軽にご連絡ください（講師料・

交通費などは一切不要）。

【連絡先】　青森財務事務所　総

務課017－722－1461

【受付】　土・日・祝日除く8：30～

17：00

【講演テーマ例】　我が国の財政

の現状と今後のあり方、最近の経

済情勢、金融犯罪被害にあわない

ために、中小企業等に対する金融

円滑化、など

■詳しくは　青森財務事務所　

総務課017－722－1461

法務局なんでも相談所を

開設

　青森地方法務局弘前支局、弘

前人権擁護委員協議会では、６月

１日の「人権擁護委員の日」にち

なんで、平成25年６月８日（土）に

公証人、司法書士会、土地家屋調

査士会の協力を受け「法務局なん

でも相談所」を開設いたします。

　時間は午前10時から午後４時

まで、場所は青森地方法務局弘前

支局となっております。

　相談は無料、秘密は厳守いたし

ますので、土地や建物の登記や遺

言に関する問題、供託・戸籍の問

題、近隣・家庭・学校・職場の問題、

子どもに関する悩みごとなど、ま

た、どこに相談したらよいか分か

らない方などもお気軽にお越し

下さい。

　法務局職員、人権擁護委員、公

証人、司法書士、土地家屋調査士

が相談に応じます。

　なお、会場にお越しの際は、城

東循環100円バス（「弘前駅城東

口」バス停で乗車し、「城東タウン



















































































































プラザ前」バス停で下車）のご利

用が便利です。

■詳しくは　弘前市大字早稲田

三丁目1番地1　青森地方法務局

弘前支局総務課26－1150

「ふるさと探訪バスツ

アー」開催のお知らせ

　津軽広域連合では、津軽の魅

力を再発見してもらうことを目

的とし、今年も「ふるさと探訪バ

スツアー」を開催します。皆様

のご参加をお待ちしておりま

す！どしどしご応募ください！

●開催日　平成2 5年７月６日

(土)

●集合時間　午前８時45分

●出発時間　午前９時（午後５

時頃終了予定）

●集合場所　弘前市立観光館バ

スプール

●訪問コース

【Ａコース】　東和電機工業（藤

崎町）→ふるさとセンター（板柳

町：見学・昼食）→瑞楽園（弘前

市）→革秀寺（弘前市）→白神山

地ビジターセンター（西目屋村）

【Ｂコース】　古懸山不動院国上

寺（平川市）→茶臼山公園・俳句

の小径（大鰐町）→津軽伝承工芸

館（黒石市：昼食）→中世陶芸の

郷津軽烏城焼（黒石市）→刀鍛冶

作業場・第１田んぼアート（田舎

館村）

　※訪問地によっては、坂道を

散策する所もあります。

●対象者　弘前市、黒石市、平川

市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎

館村、西目屋村内在住の方

●募集人数　各コース40名　計

80名　※県外から転入された圏

域在住の東日本大震災で被災さ

れた方のために、各コース10名

■　お知らせ　■

の優先枠を設定します。

●参加費　１名につき2,000円

（昼食代込）  ※直前のキャンセ

ルは、後日請求しますので、十分

ご留意ください。

●応募方法　ハガキに参加希望

のコース、参加する方の住所、氏

名、年齢、電話番号を明記（１枚

のはがきで２名まで応募可）　

※２名で申し込みの方は代表者

の名前に○をつけてください。

※被災者である場合は、その旨

をハガキにご記入ください。

●応募締切　平成25年６月17日

（月）必着　※応募者多数の場合

は抽選としますが、初参加とな

る方を優先します。　※抽選結

果は後日、当選者に当選通知を

します。

■申込み・お問い合わせは（日、

祝日は除く）

〒036－8053　弘前市大字和泉

二丁目1－1　フラワー観光株式

会社「ふるさと探訪バスツアー」

係26－2112　詳しくは津軽広

域連合ホームページをご覧くだ

さい。

平成25年度労働保険年度

更新の手続きについて

　労働保険の年度更新（平成24

年度確定保険料と平成25年度概

算保険料の申告・納付手続きの

ことをいいます。）を行っていた

だく時期となりました。

　平成25年度の申告・納付期間

は、６月３日から７月10日まで

となっておりますので、お早め

にお近くの金融機関・郵便局等

で手続きをお願いします。

■詳しくは　青森労働局総務部

労働保険徴収室017－734－

4145
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平成25年度大鰐町職員採

用試験の実施について

１．募集人員

●上級行政職･･･５名程度

●初級行政職･･･３名程度

２．受験資格

(１)次に該当する者で、活字印刷

文による出題に対応できる者

【区分・資格】

●上級行政職・・・昭和59年４月２

日以降生まれの者で、学校教育法

による大学（短期大学を除く。以

下「大学」という。）を卒業した者

及び平成26年３月31日までに大

学を卒業する見込みの者並びに

町長がこれらの者と同等の資格

があると認める者

●初級行政職・・・昭和61年４月２

日以降生まれの者で、学校教育法

による高等学校(以下「高校」とい

う。)を卒業した者及び平成26年

３月31日までに高校を卒業する

見込みの者並びに町長がこれら

の者と同等の資格があると認め

る者（大学を卒業した者又は卒業

見込みの者を除く。）

(２)次のいずれかに該当する者

は受験できません。

①日本の国籍を有しない者

②地方公務員法第16条に規定す

る欠格条項のうち以下に該当す

る者

ア.成年被後見人又は被保佐人

イ.禁錮以上の刑に処せられ、そ

の執行を終わるまで又はその執

行を受けることがなくなるまで

の者

ウ.大鰐町の職員として懲戒免職

の処分を受け、その処分の日から

２年を経過しない者

エ.日本国憲法施行の日以後にお

いて、日本国憲法又はその下に成

立した政府を暴力で破壊するこ

とを主張する政党その他の団体

を結成し、又はこれに加入した者

３．試験日等

(１)第１次試験

①試験期日・場所

●上級行政職・・・平成25年７月28

日（日）、青森市内の会場

●初級行政職・・・平成25年９月22

日（日）、青森市内の会場

②試験科目（種目・出題数等・内

容）

・教養試験･･･40題２時間、社会、

人文及び自然に関する一般知識

並びに文章理解、判断推理、数的

推理及び資料解釈に関する一般

知能。

・専門試験（上級行政職のみ）･･･

40題２時間、政治学、行政学、憲

法、行政法、民法、刑法、労働法、経

済学、財政学、社会政策、国際関係

・職場適応性検査･･･120題30分、

公務の職業生活への適応性につ

いて、職務への対応や対人関係に

関連する性格傾向

(２)第２次試験　第１次試験合

格者に詳細を通知します。

４．受験申込手続

(１)次の書類を総務課へ提出し

てください。

①受験申込書（総務課で配布又は

町ホームページより印刷）

②本人写真（カラー写真、縦４cm

×横３cm程度）２枚

　※裏面に試験職種と氏名を必

ず記入し、うち１枚は受験申込書

の所定欄に貼付してください。

(２)受験申込用紙の請求及び申

込先

〒038－0292　青森県南津軽郡大

鰐町大字大鰐字羽黒館５－３

大鰐町役場総務課　職員採用試

験係宛

(３)受験申込締切日等

①締切日

●上級行政職･･･平成25年６月14

日（金）

●初級行政職･･･平成25年８月８

日（木）

②受付時間　午前８時30分～午

後５時

　※土・日曜日、祝日は受験申込

書の配布、受付はできません。

　※郵送による申込みの場合は、

各締切日までに到着したものに

限り受付します。

５．合格通知等　第１次試験、第

２次試験の合格通知等は、後日

郵送で連絡します。

６．採用　平成26年４月１日付

け条件附採用とし、６月ないし

12月を良好な成績で遂行したと

きは正式採用とします。

７．初任給　上級で163,590円程

度、初級で133,095円程度です。

　※上記の額は、平成25年４月

１日現在における町の政策によ

る減額措置後のもので、採用時

に変更されることがあります。

■詳しくは　〒038－0292　青森

県南津軽郡大鰐町大字大鰐字羽

黒館５－３　大鰐町役場総務課

職員採用試験係 0 1 7 2－48－

2111内線112

東北財務局青森財務事務

所からのお知らせ

　東北財務局青森財務事務所で

は、ご希望のテーマに応じた講

師の派遣による講演活動を行っ
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■　お知らせ　■



















































































































ています。

　また、法に基づき事業主に対

する指導等も行っています。

■詳しくは

青森労働局雇用均等室　〒030

－8558　青森市新町2丁目4－25

青森合同庁舎６階O17－734－

4211　FAXO17－777－7696　青森

労働局ホームページ　http://

aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.

go.jp/

軽自動車税の減免申請に

ついて

　５月は軽自動車税の納期で

す。

　次に掲げる軽自動車等は、軽

自動車税の減免を受けられます

ので、申請期間内に減免の申請

をしてください。

　ただし、減免は１台に限りま

す。また、普通自動車税と重複

しての減免は受けられませんの

で、ご注意ください。

１．身体又は精神に障害を有し、

歩行が困難な方（以下「障害者

等」という。）が所有する軽自動

車等

２．障害者等と生計を一にする

方が運転する軽自動車等

３．障害者等を常時介護する方

が運転する軽自動車等

●申請先　町役場　税務課　

●申請期限　平成25年５月23日

（木）厳守

●申請に必要なもの

①身体障害者手帳、戦傷病者手

帳、療育（愛護）手帳、又は精神障

害者保健福祉手帳

②運転免許証

③平成25年度軽自動車税納付通

知書（５月1日に発送していま

す。）

④印鑑

⑤上記２、３に該当する方の場合

は身体障害者等との関係がわか

るもの

　※納税組合に加入している方

の③納付通知書は、納税組合の会

計へ渡しております。

　※障害の程度や軽自動車等の

使用状況などにより、減免を受け

られない場合があります。

　※申請期限を過ぎますと、減免

が受けられませんので、ご注意く

ださい。

■詳しくは

町役場税務課48－2111内線414

平成25年春期「農作業従

事者募集」について

　組合員の高齢化や作業従事者

（ヘルパー）の高齢化など農業経

営を行う上で農作業従事者が減

少して不足状況が慢性化しつつ

あります。

　ＪＡつがる弘前では「農作業従

事者無料職業紹介所」を通して農

業に携われる有力な人材を「公

募」により確保し、労働条件整備

と安定した職場として提供する

事を目指しています。

農作業従事期間　平成25年５月

上旬から11月収穫終了まで（約

７ヶ月間）

農作業従事内容（りんご作業に限

ります）　りんご摘花摘果・袋掛

け・葉摘み作業・収穫作業など

農作業時間　原則午前８時から

午後５時まで（途中休憩を含みま

す）

年齢制限など　年齢制限はあり

ませんがりんご梯子を操り農作

業に適している方

農作業賃金　時給654円以上

園地通勤方法　送迎は致しませ

んので通勤可能な方（別途通勤手

当は考慮いたします）

採用方法など　面接の上選考し

て採用を決定いたします。

　※ＪＡつがる弘前　農作業従

事者無料職業紹介所　許可番号

02－ム－030004号

■詳しくは

ＪＡつがる弘前指導部指導課

82－1053(佐藤・三上)まで

青森県男子・婦人既製服

製造業最低工賃改正のお

知らせ

　青森県男子・婦人既製服製造業

最低工賃が改正され、本年４月１

日より効力が発生します。

　改正のポイントは次のとおり

です。

①男子既製服「背広上衣」に係る

工程「ベントまつり」について、金

額単位を「１枚（10センチメート

ル）につき」から「１ヶ所（10セン

チメートル）につき」とし、工程

「ベント止め」について、金額単位

を「１枚につき」から「１ヶ所につ

き」とする。

②婦人既製服「ワンピース」及び

「スラックス」に係る工程「ボタン

付け」、規格「飾りボタン付け」に

ついて、金種単位を「２個につき」

から「１個につき」とし、金額を７

円とする。

③工賃額については、男子既製服

２品目11工程、婦人既製服５品目

７工程において、それぞれ１円～

２円引き上げる。　　

■詳しくは

青森労働局労働基準部O17－

734－4114、FAXO17－734－5821、青

森労働局ホームページhttp：//

aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.

go.jp/
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■
５
月
は
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）・
都
市
計
画
税
１
期
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

平成25年度婦人科検診・

複合検診の申し込みはお

済みですか

　町では平成25年度婦人科検診・

複合検診の申込みを受付けてお

ります。

　申し込み期間に不在等の理由

でまだ申し込みをされていない

方は、お申し込みください。

　また、検診の申し込みをされた

方には問診票等を郵送しており

ますが、まだ問診票等が届いてい

ない方や、問診票が届いた方で日

時の変更を希望される方は、ご連

絡くださいますようお願いいた

します。

■詳しくは

町役場保健福祉課健康推進係

48－2111内線309

平成25年度固定資産税帳

簿の縦覧は５月31日まで

　町内にある土地にかかる固定

資産税の納税者に土地価格等縦

覧帳簿（所在、地番、地目、地積、

価格を記載）を、また家屋にかか

る固定資産税の納税者には、家屋

価格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、

種類、構造、床面積、価格を記載）

をお見せします。

　縦覧帳簿には、町内の土地や家

屋の価格が記載されており、自分

の土地や家屋の価格と比較する

ことができます。

　縦覧の際は、本人の確認ができ

るもの（運転免許証、納税通知書

など）を、代理人は委任状を持参

してください。

縦覧期間　４月１日（月）から５

月31日（金）まで（ただし、土・日、

祝祭日を除く。）

時間　午前８時30分から午後４

時30分まで

縦覧場所　町役場税務課

■詳しくは

町役場税務課資産税係 4 8 －

2111内線417・418

「津軽の名人・達人バン

ク」をご存知ですか？

　「津軽の名人・達人バンク」とは

津軽地域の文化、芸術、スポーツ、

レクリエーション活動などの生

涯学習の振興に寄与するため、さ

まざまな分野において一芸に秀

でた人材を「津軽の名人・達人」と

して登録し、学校・施設・団体・

サークル等で講師・指導者として

利用してもらうものです。

　「○○○を学びたいんだけど、

教えてくれる人に心当たりがな

い…。」そんな時は、「津軽の名

人・達人バンク」で探してみませ

んか？

○利用方法は　「名人・達人」は各

市町村窓口、公共施設等に設置し

ている登録者名簿か、津軽広域連

合ホームページにてご覧になれ

ます。希望や目的にあった「名

人・達人」を見つけたら、利用者が

直接連絡をとり、協力を依頼して

ください。指導・支援の詳細につ

いては、利用者と「名人・達人」と

で話し合いのうえ、決定してくだ

さい。

○講師派遣事業を実施中

　この事業は、当広域連合が授

業・課外活動・行事・イベント等で

「津軽の名人・達人バンク」を利用

する際に、講師派遣にかかる謝

礼・交通費等を負担するもので

す。

　平成25年度からは、派遣対象を

拡充し、圏域内にある学校や児童

施設、福祉施設等のほか、各種対

象団体においても幅広く活用で

きるようになりました。

　利用を希望される対象団体は、

津軽広域連合ホームページから

利用申込書のダウンロードがで

きますので、必要事項を記入のう

え、広域連合まで郵送してくださ

い。

○「名人・達人」として登録したい

方は

　地域のために自分の知識や特

技を役立てたいとお考えの方な

ら誰でも「名人・達人」に登録する

ことができます。資格・基準は一

切ありません。

　津軽広域連合ホームページか

ら情報登録申込書のダウンロー

ドができますので、必要事項を記

入の上、広域連合までメールまた

は郵送してください。

■申込み・問い合わせは

〒036－1393　弘前市大字賀田一

丁目１番地１ 津軽広域連合「津軽

の名人・達人バンク」係82－1201

URL/http://tsugarukoiki.jp/

子育て世代の皆さま、ご

存知ですか育児・介護休

業法

　青森労働局雇用均等室では、育

児・介護休業法について労働者と

事業主との間にトラブルが生じ

た場合、解決に向けた援助を行っ

①
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■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
―
７
２
２
―
３
３
４
３

■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
弘
前
相
談
室


０
１
７
２
―
３
６
―
４
５
０
０

■
大
鰐
町
役
場
企
画
観
光
課
　
消
費
生
活
相

談
窓
口

０
１
７
２
―
４
８
―
２
１
１
１

消費生活のご相談は

暮
ら
し
の
情
報
【
消
費
者
か
ら
の
相
談
事
例
】

大鰐町の人口と世帯数

平成25年３月末日現在

　　人  口　　　10,987人

　　前月比　　　（－ 61）

    　　男　　　5,064人

    　　女　　　5,923人

    世帯数    4,296世帯

　　前月比　　　（－２）

【地区・大鰐】

成田幸生・依子さんの子

と き

斗輝ちゃん

（平成24年５月17日生まれ）

お
誕
生
お
め
で
と
う

石
　
郷
　
　
清
　
（
67
歳
）
長
峰

山
　
口
　
フ
　
ミ
（
76
歳
）
大
鰐
10
　

山
　
内
　
　
仁
　
（
62
歳
）
蔵
館
４

工
　
藤
　
タ
　
ヱ
（
75
歳
）
大
鰐
７
Ｂ

銭
　
谷
　
健
治
郎
（
75
歳
）
唐
牛

木
　
村
　
照
　
榮
（
80
歳
）
大
鰐
１

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人（
年
齢
）地
区
名

はじめまして、

ときです。

アンパンマンとつみ木が好きで、

つかまり立ちが得意です。

みなさんよろしくね。　

ゆ
う

り

平
　
田
　
侑
　
李
（
男
・
敏
幸
）
八
幡
館

り
ん

藤
　
田
　
　
凜
　
（
女
・
千
恵
）
唐
牛

み

ゆ

柴
　
田
　
心
　
結
（
女
・
雅
也
）
苦
木

い
ぶ

き

成
　
田
　
一
　
颯
（
男
・
裕
哉
）
宿
川
原

ふ
う

き

水
　
木
　
風
　
希
（
男
・
康
平
）
苦
木

見
守
り
新
鮮
情
報
第
１
５
６
号

困ったとき、
悩んだときは
■消費者ホットライン
0570－064－370

■
３
月
受
付
分

「
素
晴
ら
し
い
作
品
」
と
お
だ
て
ら
れ
…

短
歌
掲
載
の
次
々
勧
誘

　
か
つ
て
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
た
自
分
の
短
歌
を
見
た

と
い
う
出
版
業
者
か
ら
「
雑
誌
に
短
歌
を
掲
載
し
ま
せ

ん
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
「
あ
な
た
の
素
晴
ら
し
い
作

品
で
、
ぜ
ひ
被
災
さ
れ
た
方
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
言
わ
れ
、
困
っ
た
人
の
た
め
に
な
る
な
ら
と
思
っ

て
承
諾
し
、
20
万
円
の
掲
載
料
を
支
払
っ
た
。
す
る
と

次
々
に
新
た
な
掲
載
を
勧
め
ら
れ
、「
先
生
、
是
非
お
願

い
し
ま
す
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
す
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
断

り
き
れ
ず
に
契
約
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

他
の
業
者
か
ら
も
同
様
の
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
度
に
掲
載
を
承
諾
し
、
結
局
約
１

千
万
円
も
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
以
上
、
勧
誘
さ
れ

た
く
な
い
。
（
80
歳
代
女
性
）

■
ひ
と
こ
と
助
言

●
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
雑
誌
や
新
聞
等
へ
の
掲
載
を
電

話
で
勧
誘
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
、
依
然
と
し
て

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
作
品
を
褒
め
ら
れ
た
り
、

社
会
の
た
め
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
た
り
し
て
、
嬉
し
く

感
じ
る
気
持
ち
な
ど
に
つ
け
こ
ん
だ
手
口
と
も
言
え
ま

す
。

●
事
例
の
他
に
、
一
度
限
り
の
契
約
の
つ
も
り
だ
っ
た

の
に
複
数
回
掲
載
す
る
契
約
と
さ
れ
た
り
、
解
約
を
申

し
出
る
と
、
既
に
印
刷
し
た
な
ど
と
言
っ
て
解
約
を
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
執
よ
う
に
勧
誘
さ
れ
て
も
、
不
審
な
点
が
あ
る
場
合

は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
一
度
契
約
す
る
と
次
々
に
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
身
近
な
人
が
日
ご
ろ
か
ら
気
を
配
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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79
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お
子
さ
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父
ま
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母
）
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